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兵庫県芸術文化協会

令和3 年 12月号

題
字
：
井
茂
圭
洞
（
書
家
・
文
化
功
労
者
）

植松 奎二さ ん

 
 
 

 
 
 

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度    

兵
庫
県
文
化
賞

兵
庫
県
文
化
賞

            
            

学
術
文
化
の
向
上
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

学
術
文
化
の
向
上
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

                                   
                                   

６６
名
が
栄
え
あ
る
受
賞

名
が
栄
え
あ
る
受
賞

　
兵
庫
県
を
活
動
の
拠
点
と

し
、
学
術
・
文
化
の
高
揚
に
貢

献
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方

に
贈
ら
れ
る
「
兵
庫
県
文
化
賞
」

の
令
和
３
年
度
の
受
賞
者
が
決

定
し
ま
し
た
。

　
文
化
賞
の
ほ
か
、
科
学
賞
・

ス
ポ
ー
ツ
賞
・
社
会
賞
受
賞
者

の
方
々
に
は
、
11
月
９
日
に
兵

庫
県
公
館
に
て
行
わ
れ
た
贈
呈

式
に
お
い
て
、
表
彰
状
と
副
賞

・
丹
波
焼
の
オ
ブ
ジ
ェ
（
市
野

雅
彦
氏
作
）
が
齋
藤
知
事
よ
り

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

【
受
賞
者
の
ご
紹
介
】（
50
音
順
）

植う
え
ま
つ松

奎け

い

じ二
さ
ん
7
（
大
阪
府

箕
面
市
）
＝
日
本
と
ド
イ
ツ
を

拠
点
に
世
界
的
に
活
躍
す
る
美

術
家
。
映
像
・
版
画
・
彫
刻
な

ど
多
彩
な
手
法
に
よ
り
重
力
な

ど
の
目
に
見
え
な
い
力
の
法
則大上 巧さ ん

か
ら
世
界
の
構
造
を
表
現
。
今

年
３
月
に
は
芦
屋
市
立
美
術
博

物
館
で
大
々
的
な
展
覧
会
が
開

催
さ
れ
、
見
る
人
に
衝
撃
を
与

え
ま
し
た
。

◇

大お
お
が
み上

巧た
く
みさ

ん
7
（
丹
波
篠
山

市
）
＝
伝
統
的
な
「
海
老
徳
利
」

や
焼
締
作
品
を
創
作
。
「
丹
波

焼
き
陶
器
ま
つ
り
」
の
立
ち
上

げ
や
「
登
り
窯
修
復
実
行
委
員

会
」
の
委
員
長
と
し
て
現
役
最

古
の
登
り
窯
復
活
に
中
心
的
な

役
割
を
果
た
す
な
ど
、
丹
波
焼

を
通
じ
た
地
域
の
振
興
・
活
性

化
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

◇

田た

な

か中

徹て

つ

お夫
さ
ん
6
（
た
つ
の

市
）
＝
骨
格
の
強
さ
を
根
底
に

現
代
性
を
加
味
し
た
芸
術
性
の

高
い
優
れ
た
か
な
作
品
を
発
表田中 徹夫さ ん 中元 孝迪さ ん

野口 武彦さ ん 林 伸光さ ん

す
る
と
と
も
に
、
日
展
審
査
員

を
は
じ
め
兵
庫
県
書
作
家
協
会

会
長
な
ど
の
要
職
を
務
め
る
な

ど
書
道
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

◇

中な
か
も
と元

孝た
か
み
ち迪

さ
ん
8
（
姫
路
市
）

＝
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
基
盤
と

し
た
「
地
域
学
」
の
観
点
か
ら

播
磨
の
歴
史
文
化
研
究
と
県
内

外
へ
の
情
報
発
信
を
実
施
。「
播

磨
学
講
座
」
や
執
筆
活
動
を
精

力
的
に
展
開
す
る
ほ
か
、
県
立

歴
史
博
物
館
参
与
へ
の
就
任
な

ど
県
政
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
（
７
面
に
関
連
記
事
）
。

◇

野の
ぐ
ち口

武た
け
ひ
こ彦

さ
ん
8
（
芦
屋
市
）

＝
江
戸
文
学
研
究
の
第
一
人

者
。
「
三
島
由
紀
夫
の
世
界
」

や
「
石
川
淳
論
」
を
発
表
す
る

令
和
3
年
秋
の
褒
章

紫
綬
褒
章

小
川

洋
子
さ
ん
（
作
家
）

　
学
問
や
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ

で
功
績
を
残
し
た
人
に
贈
ら

れ
る
紫
綬
褒
章
に
、
西
宮
市

在
住
の
作
家
・
小
川
洋
子
さ

ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

小川 洋子さ ん

小お

が

わ川

洋よ

う

こ子
さ
ん
5
＝
岡
山

県
出
身
。
昭
和
63
年
「
揚
羽

蝶
が
壊
れ
る
時
」
で
海
燕
新

人
文
学
賞
を
受
賞
し
デ
ビ
ュ

ー
。
そ
の
後
も
「
妊
娠
カ
レ

ン
ダ
ー
」
芥
川
賞
受
賞
、
「
博

士
の
愛
し
た
数
式
」
読
売
文

学
賞
、
本
屋
大
賞
な
ど
、
文

学
賞
を
多
数
受
賞
。
翻
訳
さ

れ
た
作
品
も
多
く
海
外
で
の

評
価
も
高
い
。
平
成
20
年
度

兵
庫
県
文
化
賞
受
賞
。

令
和
令
和
33
年
度
年
度 

兵
庫
県
芸
術
奨
励
賞

兵
庫
県
芸
術
奨
励
賞

　
受
賞
者
決
定

受
賞
者
決
定

　
芸
術
の
分
野
で
優
れ
た
業
績

を
あ
げ
、
将
来
一
層
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
若
手
の
芸
術
家
を

顕
彰
し
、
兵
庫
県
の
芸
術
文
化

な
ど
文
芸
評
論
家
と
し
て
も

活
躍
。
平
成
15
年
「
幕
末
気

分
」
で
読
売
文
学
賞
受
賞
。

近
世
の
文
学
、
思
想
と
近
代

文
学
に
つ
い
て
執
筆
活
動
を

続
け
る
な
ど
近
代
文
学
の
振

興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

◇

林は
や
し

  

伸の
ぶ
み
つ光

さ
ん
7
（
宝
塚
市
）

＝
平
成
15
年
に
県
立
芸
術
文

化
セ
ン
タ
ー
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
就
任
以
来
、
事
業

統
括
責
任
者
と
し
て
事
業
の

立
ち
上
げ
や
管
弦
楽
団
の
創

設
な
ど
セ
ン
タ
ー
運
営
の
成
功

を
支
え
る
と
と
も
に
、
県
内

大
学
で
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
関
す
る
講
師
を
務
め
る
な

ど
後
進
の
育
成
や
県
民
文
化

の
振
興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

創
設
さ
れ
た
「
兵
庫
県
芸
術
奨

励
賞
」
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま

し
た
。

　
贈
呈
式
は
兵
庫
県
文
化
賞
と

同
日
の
11
月
９
日
、
兵
庫
県
公

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
受
賞
者
の
ご
紹
介
】（
50
音
順
）

釈し
ゃ
か
ご
お
り

迦
郡

洋よ
う
す
け介

さ
ん
4
ピ
ア
ニ

ス
ト
（
神
戸
市
）
＝
音
楽
に
対

す
る
真
摯
な
姿
勢
、
美
し
い
音

色
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
表
現
力

を
持
つ
正
統
派
ピ
ア
ニ
ス
ト
と釈迦郡 洋介さ ん 三坂 賢二郎さ ん

し
て
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
協

演
や
リ
サ
イ
タ
ル
を
活
発
に
開

催
す
る
な
ど
優
れ
た
成
果
を
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
を
代
表
す
る

俳
優
の
一
人
と
し
て
舞
台
活

動
に
優
れ
た
成
果
を
あ
げ
ら

れ
ま
し
た
。

◇

明
み
ょ
う
ち
ん珍

宗む
ね
た
か敬

さ
ん
4
鍛
造
職

人
・
金
工
作
家
（
姫
路
市
）

＝
伝
統
技
術
の
研
鑚
を
深
め

る
と
も
に
、
現
代
に
ふ
さ
わ

し
い
鍛
造
技
術
の
可
能
性
を

模
索
し
、
芸
術
表
現
と
し
て

展
覧
会
に
参
加
す
る
な
ど
金

工
芸
の
普
及
発
展
に
優
れ
た

成
果
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

明珍 宗敬さ ん 吉田 延泰さ ん

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度 

地
域
文
化
功
労
者

地
域
文
化
功
労
者 

文
部
科
学
大
臣
表
彰

文
部
科
学
大
臣
表
彰

県
内
の
２
名
１
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　
全
国
各
地
域
に
お
い
て
芸
術

文
化
の
振
興
や
文
化
財
保
護
に

尽
力
す
る
な
ど
、
地
域
の
文
化

振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
お

よ
び
団
体
に
対
し
て
そ
の
功
績

を
た
た
え
文
部
科
学
大
臣
が
表

彰
す
る
「
地
域
文
化
功
労
者
表

彰
」
の
令
和
３
年
度
の
受
賞
者

横山 煌平さ ん

が
決
定
し
ま
し
た
。
（
50
音
順
）

【
芸
術
文
化
の
分
野
】

横よ
こ
や
ま山

煌こ
う
へ
い平

さ
ん
8
書
家
・
兵

庫
県
書
作
家
協
会
顧
問
・（
公

社
）
日
本
書
芸
院
副
理
事
長
（
神

戸
市
）
＝
県
内
の
高
校
で
教
諭

と
し
て
永
年
に
わ
た
り
奉
職
す

る
と
共
に
、
関
西
の
大
学
で
教

鞭
を
執
り
後
進
の
育
成
に
あ
た

る
ほ
か
、
日
本
書
学
研
究
会
一

先
会
に
設
立
当
初
か
ら
参
画
し

兵
庫
県
書
作
家
協
会
や
（
公
社
）

日
本
書
芸
院
の
要
職
を
歴
任

坂越の船渡御祭保存会

し
、
書
道
の
普
及
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

【
文
化
財
の
分
野
】

坂さ
こ
し越

の
船ふ

な
と
ぎ
ょ
さ
い
ほ
ぞ
ん
か
い

渡
御
祭
保
存
会
（
平

成
５
年
設
立
）
国
指
定
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
「
坂
越
の
船
祭
」

保
持
団
体
（
赤
穂
市
）
＝
日
本

遺
産
「
荒
波
を
越
え
た
男
た
ち

の
夢
が
紡
い
だ
異
空
間
〜
北
前

船
寄
港
地
・
船
主
集
落
〜
」
及

び
「
「
日
本
第
一
」
の
塩
を
産

し
た
ま
ち
播
州
赤
穂
」
の
構
成

文
化
財
の
一
つ
。
「
記
録
作
成

等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の

民
俗
文
化
財
」
に
選
択
さ
れ
た

こ
と
を
契
機
に
保
存
会
が
設
立

さ
れ
、
以
来
長
年
に
わ
た
り
坂

越
の
伝
統
文
化
及
び
国
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
の
継
承
と
保
存

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

兵
庫
か
ら
は
ば
た
く
新
進
気
鋭
の
芸
術
家
た
ち

◇

三み

さ

か坂

賢け
ん
じ
ろ
う

二
郎
さ
ん
3
県
立
ピ

ッ
コ
ロ
劇
団
員
（
俳
優
）（
伊
丹
市
）

＝
海
外
作
品
か
ら
日
本
の
古
典

劇
・
現
代
劇
に
お
い
て
幅
広
い

役
柄
を
演
じ
る
こ
と
が
で
き
る

◇

吉よ

し

だ田

延の
ぶ
や
す泰

さ
ん
4
ガ
ラ
ス

作
家
・
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
（
神
戸

市
）
＝
ガ
ラ
ス
作
家
と
し
て

神
戸
市
長
田
区
を
拠
点
に
活

躍
。
若
手
に
よ
る
日
英
工
芸

交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
む
な
ど
地
域
貢
献
に
優
れ

た
成
果
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

＊
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
各
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
「
つ
な
が
ろ
う
ア

ー
ト
！
」
の
動
画
が
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

山口 石根さ ん

◇

山や
ま
ぐ
ち口

石い

し

ね根
さ
ん
8
兵
庫
県
銃

砲
刀
剣
類
登
録
審
査
委
員
（
明

石
市
）
＝
（
公
財
）
日
本
美
術
刀

剣
保
存
協
会
理
事
お
よ
び
同
協

会
兵
庫
県
支
部
の
理
事
、
支
部

長
と
し
て
組
織
の
運
営
に
あ
た

る
ほ
か
、
県
内
の
刀
剣
等
の
美

術
品
と
し
て
の
重
要
性
の
審
査

を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
兵
庫
県

の
行
う
文
化
財
保
護
行
政
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
定
年
を
迎
え
た

今
年
の
四
月
、
地

区
自
治
会
役
員
の

当
番
が
回
っ
て
き

ま
し
た
が
、
昨
年

来
の
コ
ロ
ナ
禍

で
、
春
の
運
動
会
、

夏
祭
、
秋
祭
等
、
大
勢
の
住

民
が
集
ま
る
行
事
は
悉
く
中

止
、
2
年
続
け
て
子
ど
も
達

が
伝
統
行
事
と
ふ
れ
あ
う
機

会
が
失
わ
れ
る
こ
と
を
危
惧

す
る
声
も
上
が
り
ま
し
た
。

　
特
に
コ
ロ
ナ
第
五
波
の
勢

い
は
凄
ま
じ
く
、
大
勢
の
人

が
集
ま
る
催
し
を
で
き
る
環

境
で
は
な
か
っ
た
の
も
事
実

で
す
。
し
か
し
、
十
月
初
旬

か
ら
は
、
引
き
続
き
感
染
防

止
に
注
意
し
つ
つ
も
イ
ベ
ン

ト
や
催
し
な
ど
を
楽
し
め
る

状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
は
中
止
で
し
た
が
、

毎
年
、
姫
路
の
大
手
前
公
園

で
行
わ
れ
る
全
国
陶
器
市
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
九

州
旅
行
で
立
ち
寄
っ
た
こ
と

の
あ
る
窯
元
さ
ん
か
ら
今
年

は
開
催
で
出
展
す
る
と
の
案

内
を
い
た
だ
き
、
十
月
末
に

妻
・
娘
と
一
緒
に
出
掛
け
、

二
年
越
し
に
色
々
な
器
の
手

触
り
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
陶
器
に
限
ら
ず
多
く
の

「
モ
ノ
」
が
ネ
ッ
ト
上
で
見

る
こ
と
が
で
き
、
デ
ザ
イ
ン

や
サ
イ
ズ
も
よ
く
わ
か
る
よ

う
に
工
夫
さ
れ
、
入
手
し
た

い
衝
動
に
駆
ら
れ
て
つ
い
ポ

チ
ッ
と
カ
ー
ト
ボ
タ
ン
を
押

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
本

当
に
自
分
が
納
得
で
き
る

「
モ
ノ
」
に
は
、
実
際
の
手

触
り
や
風
合
い
な
ど
何
か
し

ら
感
じ
と
れ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
本
格
的
な
芸
術
文
化

に
疎
い
私
で
す
が
、
多
く
の

方
々
が
様
々
な
形
で
芸
術
文

化
に
触
れ
る
機
会
を
創
り
出

し
た
い
で
す
。
（
Ｙ
Ｐ
）

http://hyogo-arts.or.jp
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兵
庫
県
立
西
宮
高
等
学
校
音

楽
科
を
経
て
、
東
京
藝
術
大

学
音
楽
学
部
器
楽
科
卒
業
。

こ
れ
ま
で
に
フ
ル
ー
ト
を
山

腰
直
弘
、
三
瀬
直
子
、
中
務

晴
之
、
高
木
綾
子
の
各
氏
に

師
事
。
現
在
関
西
を
中
心
に

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
客
演
、
ソ

【
入
場
料
】
一
般
２
０
０
０
円
、

大
学
生
以
下
１
０
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
伊
藤
洸
明

（
御
室
流
）

◇
◆
◇

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
け

ん
み
ん
ホ
ー
ル

＊
チ
ケ
ッ
ト
は
兵
庫
県
民
会

館
１
階
フ
ロ
ン
ト
で
購
入
い

た
だ
け
ま
す
。
当
協
会
友
の

会
会
員
は
入
場
料
が
１
割
引

に
な
り
ま
す
。
購
入
時
に
会

員
証
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

　
将
来
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
発

表
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
気
軽
に
良
質
な
音
楽
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
「
新
進

芸
術
家
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
リ
サ
イ
タ
ル
シ
リ
ー
ズ
」

を
毎
月
１
回
、
兵
庫
県
民
会

館
け
ん
み
ん
ホ
ー
ル
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

  

1２
　
月

　

Ｖ
ｏ
ｌ
.

4２

鯛
中

卓
也

　
ピ
ア
ノ
リ
サ

イ
タ
ル

鯛中 卓也

ロ
や
室
内
楽
な
ど
の
演
奏
活

動
、
後
進
へ
の
指
導
を
行
う
。

【
予
定
曲
目
】
プ
ー
ラ
ン
ク

／
フ
ル
ー
ト
ソ
ナ
タ
、
ゴ
ダ

ー
ル
／
３
つ
の
小
品
に
よ
る

組
曲

作
品
１
１
６

ほ
か

【
入
場
料
】
一
般
３
０
０
０

円
、
学
生
１
５
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
米
田
さ
ち
圃

（
未
生
流
〈
庵
家
〉
）

  

2
　
月

　

Ｖ
ｏ
ｌ
.
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和
田

友
紀
菜

　
ソ
プ
ラ
ノ

リ
サ
イ
タ
ル

【
日
時
】
２
月
25
日
㈮
19
時

【
出
演
】
ソ
プ
ラ
ノ
／
和
田
友

紀
菜
、
ピ
ア
ノ
／
榎
本
優
人

和
田
友
紀
菜
＝
明
石
市
出

身
。
兵
庫
県
立
西
宮
高
等
学

校
音
楽
科
卒
業
、
東
京
藝
術

大
学
音
楽
学
部
声
楽
科
卒

業
、
同
大
学
院
修
士
課
程
音

楽
研
究
科
声
楽
（
独
唱
）
専

攻
修
了
。
第
43
回
イ
タ
リ
ア

声
楽
コ
ン
コ
ル
ソ
入
選
。
第

34
回
ア
ゼ
リ
ア
推
薦
新
人
演

奏
会
奨
励
賞
を
受
賞
。
西
宮

音
楽
協
会
会
員
。
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
フ
ロ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー
。

兵庫県民会館けんみんホールで開催

～新進芸術家に発表の場を!! ～

新進芸術家育成プロジェクト新進芸術家育成プロジェクト

リ サイタ ルシリ ーズリ サイタ ルシリ ーズ

野村 茉由和田 友紀菜

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

1
月
の
公
演
（
野
村
茉

由
）
の
チ
ケ
ッ
ト
を
3
組

6
人
に
。

会
員
特
典

友
の
会
会
員
を
1
月
の

公
演
に
ご
招
待
。
5
組

１0
人
に
。

☆
い
ず
れ
も
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
応
募

方
法
は
本
紙
３
面
。
１２

月
１0
日
㈮
必
着

文化振興部

（
公
財
）
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会

〒
6
5
0
︲
0
0
1
1
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
4
︲
16
︲
3

お申し 込み
お問い合わせは

☎
０
７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
２

　
０
７
８
・
３
２
１
・
２
１
３
９

FAXs
in

k
o
u
b
u
@

h
y
o
g
o
-a

rts
.o

r.jp
メ ール

https://hyogo-arts.or.jp

　
「
全
国
手
工
芸
コ
ン
ク
ー

ル

in

ひ
ょ
う
ご
」
が
11
月

19
日
か
ら
21
日
ま
で
、
原
田

の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
本
館
２

階
大
展
示
室
）
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
全
国
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
約
２
０
０
点
（
内
招
待
作

品
７
点
）
の
中
か
ら
、
審
査

の
結
果
、
浅
野
裕
子
さ
ん
の

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
作
品
を
は
じ

め
と
す
る
特
別
賞
17
点
、
優

秀
賞
12
点
、
佳
作
22
点
の
入

賞
者
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
特
別
賞
】
（
敬
称
略
）

▼
文
部
科
学
大
臣
賞
「
喜
多

川
歌
麿

深
川
の
雪
」
浅
野

裕
子
（
浮
世
絵
き
る
と
）
愛

知
県
あ
ま
市
▼
兵
庫
県
知
事

賞
「
組
子
組
曲
」
森
廣
啓
子

（
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
）
三
田
市

▼
兵
庫
県
議
会
議
長
賞
「
キ

ャ
ス
ケ
ー
ド
ブ
ー
ケ
」
御
手

洗
陽
子
（
か
ん
な
く
ず
工
芸
）

大
阪
府
高
槻
市
▼
兵
庫
県
教

育
委
員
会
賞
「
和
紙
の
夢
・

私
の
夢
」
黒
澤
泉
（
紙
糸
紙

田
や
よ
い
（
陶
芸
）
宝
塚
市

▼
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
賞
「
牛

島
と
漁
火
（
香
住
海
岸
）
」

田
中
早
苗
（
ち
ぎ
り
絵
）
豊

岡
市
、
「
ブ
テ
ィ
で
セ
レ
モ

ニ
ー
ド
レ
ス
」
森
並
安
子
（
服

飾
）
神
戸
市◇

◆
◇

【
講
評
】

文
部
科
学
大
臣
賞
／
び
っ
く

り
す
る
ほ
ど
の
大
作
。
喜
多

川
歌
麿
の
三
枚
続
き
を
丹
念

に
且
つ
活
き
活
き
と
キ
ル
ト

の
約
２
×
３
ｍ
の
画
面
に
表

現
し
た
。
松
に
か
か
る
雪
、
猫

と
戯
れ
る
子
供
、
料
理
を
運

ぶ
女
性
の
盆
に
の
る
皿
の
盛

り
付
け
、
三
味
線
を
ひ
く
女

性
の
奥
の
富
士
山
の
掛
軸
、

水
仙
の
生
け
花
な
ど
、
作
者

は
楽
し
み
な
が
ら
こ
の
作
品

を
作
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ

の
楽
し
さ
が
見
る
も
の
に
も

伝
わ
っ
て
く
る
作
品
で
あ
る
。

布
作
品
）
熊
本
県
湯
前
町
▼

兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
賞

「
ム
カ
エ
ル
（
Ⅱ
）
」
こ
め
だ

み
ゆ
き
（
陶
芸
）
奈
良
県
奈

良
市
▼
兵
庫
県
婦
人
手
工
芸

協
会
賞
「
鈴
木
春
信
『
夜
の

梅
』
よ
り
」
三
浦
直
美
（
メ

タ
ル
エ
ン
ボ
ッ
シ
ン
グ
ア
ー

ト
）
宝
塚
市
▼
兵
庫
県
連
合

婦
人
会
賞
「
現
在
・
過
去
・

未
来
」
矢
野
浩
邦
（
本
藍
染
）

徳
島
県
藍
住
町
▼
朝
日
新
聞

社
賞
「
花
カ
ン
ナ
」
竹
内
み

つ
こ
（
創
作
ア
ッ
プ
リ
ケ
）

愛
知
県
常
滑
市
▼
神
戸
新
聞

社
賞
「
宙
・
煌
め
い
て
・
・

・
」
近
藤
佐
起
江
（
押
し
花

ア
ー
ト
）
徳
島
県
吉
野
川
市

▼
産
経
新
聞
社
賞
「
ば
あ
ち

ゃ
ん
う
さ
ぎ
」
繁
田
祐
子
（
ク

レ
イ
ア
ー
ト
）
宝
塚
市
▼
毎

日
新
聞
社
賞
「
ミ
ナ
・
ペ
ル

ホ
ネ
ン
に
恋
を
し
て
」
緒
方

初
美
（
服
飾
・
編
物
）
神
戸

市
▼
読
売
新
聞
社
賞
「
お
め

か
し
し
て
お
で
か
け
Ⅰ
」
井

上
香
矩
子
（
バ
テ
ン
レ
ー
ス
）

　
　
ふ
れ
あ
い
の
祭
典

第
33
回

全
国
手
工
芸
コ
ン
ク
ー
ル

in

ひ
ょ
う
ご

　
　
　
　
浅
野
裕
子
さ
ん
（
浮
世
絵
き
る
と
）

が

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

【
日
時
】
12
月
17
日
㈮
18
時

30
分

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
鯛
中
卓
也

【
予
定
曲
目
】
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
／
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ

第

27
番

ホ
短
調

作
品
90
、
シ

ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
／
６
つ
の
小
さ

な
ピ
ア
ノ
曲

作
品
19

ほ
か

【
入
場
料
】
２
０
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
井
上
理
奈
子

（
池
坊
）

  

１
　
月

　

Ｖ
ｏ
ｌ
.
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野
村

茉
由

　
フ
ル
ー
ト
リ

サ
イ
タ
ル

【
日
時
】
１
月
７
日
㈮
19
時

【
出
演
】
フ
ル
ー
ト
／
野
村

茉
由
、
ピ
ア
ノ
／
秋
元
孝
介

野
村
茉
由
＝
尼
崎
市
出
身
。

ふ
れ
あ
い
の
祭
典
︱
県

民
文
化
普
及
事
業
が
県
内

各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
ひ
ょ
う
ご
合
唱
の
祭
典

【
日
時
】
19
日
㈰
13
時
30

分
～
16
時

＊
会
場
収
容
定
員
の
制
約

の
た
め
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

・
ラ
イ
ブ
配
信
と
な
り
ま

し
た
。
相
生
市
文
化
会
館

特
設
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ご
視

聴
く
だ
さ
い
（
無
料
）
。

ふれあいの祭典

県民文化普及事業

　
新
た
な
美
の
創
造
と
世

代
や
分
野
を
超
え
た
人
々

の
交
流
の
場
と
な
る
「
兵

庫
ふ
れ
あ
い
美
術
展
」
を

原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

て
開
催
し
ま
す
。

　
県
内
各
地
域
か
ら
応
募

の
あ
っ
た
日
本
画
・
洋
画

・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写

真
の
約
4
0
0
作
品
を
一

堂
に
展
示
し
ま
す
。

【
会
期
】
12
月
24
日
㈮
～

26
日
㈰
10
時
～
17
時
（
最

終
日
は
15
時
ま
で
）

【
場
所
】
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ

リ
ー
本
館
２
階
大
展
示
室

【
観
覧
料
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】
当
協
会

文
化
振
興
部
☎
０
７
８
・

３
２
１
・
２
０
０
２

　
第
27
回

　
兵
庫
ふ
れ
あ
い
美
術
展

原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
12
月
24
日
㈮
か
ら

大
阪
府
豊
中
市
▼

Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送

局
賞
「
東
海
道
五

十
三
次
の
想
い
出

『
富
士
山
見
え
た

！
』
」
渡
邊
美
代

子
（
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
）
神
戸
市
▼
サ

ン
テ
レ
ビ
賞
「
仲

よ
し
カ
ワ
ウ
ソ
」

浅
野
あ
つ
子
（
木

彫
）
加
古
川
市
▼

ラ
ジ
オ
関
西
賞

「
花
瓶 B

a
g

」
粟

文部科学大臣賞　 浮世絵きると
「 喜多川歌麿 深川の雪」　 浅野裕子さん

〒679-0187  兵庫県加西市豊倉町飯森1282-1

TEL（ 0790）47-1182  FAX（ 0790）47-1561

兵庫 フラワーセンター 検索

●スミ シアンサと 冬の鉢花展　 開催中　 ～ 12/25

●ハボタ ン フ ェ ア　 開催中 　～ 12/26

●2021 写生画コ ンク ール入賞作品展　 12/10 ～ 1/11

●お正月特別開園　 1/2 ～ 1/4 　 9 :00～16:00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（入園は15:00まで）

●根茎ベゴニア展　 1/2 ～ 4/6

●2021 秋の写真コ ン テスト 入賞作品展　 1/14 ～ 2/8

●ひなまつり フ ェ ア　 2/5 ～ 3/6

●2022 兵庫ラ ン 展　 3/3 ～ 3/6

●春の洋ラ ン特売会　 3/3 ～ 3/6

花と 緑が憩いの空間を 提供する 花の公園

T EL 0790-47-2212　 FA X  0790-47-2213
（ 兵庫県立フ ラ ワーセンタ ー内）

コンクール会場風景

展
示
作
品
、
出
品
目
録
な
ど

は
こ
ち
ら
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
↓

https://hyogo-arts.or.jp


㊐＝開催日、 ㊡＝休館日
○時 ＝開館時間、 ○料＝入場（ 館）料金
○内 ＝内容、 出＝出演者・ 団体
○場 ＝会場、 問＝問い合わせ先

兵庫県民アート ギャラリー
☎078・ 321・ 2131

物 情 報
イ ベント ガイ ド

催
☆ 記事中の「 友の会会員」は兵庫県芸術文化協会友の会会員。

割引は原則とし て本人のみ適用。

但馬但馬

丹波丹波

阪神北阪神北

阪神南阪神南

中播磨中播磨

淡路淡路

西播磨西播磨

東播磨東播磨

北播磨北播磨

神戸神戸

①希望プレゼント 名②希望枚数（ 2枚まで）
③〒住所④氏名⑤電話番号⑥友の会会員
の方は会員番号⑦メ ッ セージを明記し 、 ハ
ガキかFA Xで送付。

＊応募締切後に抽選。 当選者の発表は、 発送
をもってかえさ せていただきます。

＊応募者の個人情報の取り 扱いについては（ 公財）兵

庫県芸術文化協会で厳重に管理し 、 プレゼント の発

送・ 関連するお問い合わせのみに利用いたし ます。

プレゼント のご応募について 〒650－0011 神戸市中央区下山手通4－16－3

（ 公財）兵庫県芸術文化協会「 すずかけ」係

FA X  0 7 8 -3 2 1 -2 1 3 9

毎月 1 回 1 日発行すずかけ・ １２月号⑶　 令和３ 年12月１ 日

ひょう ごアーティ スト サロン
☎078・ 321・ 2005

■横尾忠則の恐怖の館
㊐2月27日㈰ま で ◯時10時～18時、 入場
は17時30分ま で ㊡月曜日(た だ し 祝日
の場合は翌平日)、 12月31日～1月1日
◯料一般700円(友の会会員は550円)、 大
学生550円、 70歳以上350円、 高校生以
下無料※予約優先制◯内 都会ではあり え
ない深い闇や、 神秘的な体験の数々が
色濃く 反映さ れる 横尾の多彩な作品を
通じ て、「 芸術」 と 「 恐怖」 の関係性
について考察し ます。 12月18日㈯オー
プン スタ ジオで担当学芸員によ る キュ
レ ータ ーズ・ ト ーク を 開催し ます（ 先
着30名）。 ぜひご参加く ださ い。

神　 　 　 　 　 戸

■歳末チャ リ ティ ーバザー — 思いやり
のある 優し い手工芸協会を めざし て —
㊐12月9日 ㈭ ～14日 ㈫ ◯時10時 ～18時、
14日は16時まで◯料無料◯内 兵庫県婦人手
工芸協会会員によ る チャ リ ティ ーバザ
ー◯場 さ んち かホール問兵庫県婦人手工
芸協会☎ 090・ 8206・ 5081

貞松・ 浜田バレ エ団「 く る み割り
人形 お伽の国 Ve r .」

㊐12月18日㈯、 19日㈰◯時15時30分◯料S
席7000円、 A 席6000円、 B 席4000円、
C席2000円、 学生券(中学生以上・ 当
日のみ・ 要学生証提示) 3000円（ 全席
指定）＊4歳よ り 入場可出指揮/江原功、
管弦楽/びわ湖の風オーケス ト ラ 、 芸
術監督・ 演出・ 振付/貞松正一郎◯内 神
戸の冬の風物詩「 く る み割り 人形」。
チャ イ コ フ スキーの珠玉の音楽と と も
に、 貞松・ 浜田バレ エ団なら ではの演
出で、 みなさ んを フ ァ ン タ ジーの世界
へと お連れし ます。 ◯場 神戸文化ホール
大ホ ール問(一社)貞松･浜田バレ エ 団
☎078･861･2609★各日3組6人に。 10日
㈮必着(希望日記入)

阪 神 南・ 北

■須田剋太×白髪一雄　 二人の曼陀羅
㊐1月10日(月・ 祝)ま で ◯時10時～17時、
入館は16時30分まで㊡火曜日、 12月27
日～1月4日◯料一般800円、 65歳以上・
大学生700円、 高校生以下無料◯内 尼崎
市出身の画家・ 白髪一雄(1924-2008)
と 関連する 画家と し て、 令和2年に没
後30年を 迎えて再び注目さ れる 須田剋
太(1906-1990)を 紹介し ま す。 本展で
は、 大阪府20世紀美術コ レ ク ショ ン の
須田作品と 、 尼崎市所蔵の白髪一雄コ
レ ク ショ ン を 中心に、「 抽象と 具象」「 仏
教」「 書」 の3つのテーマを 軸に約80点
の作品を 展覧し ます。 ◯場 問尼崎市総合
文化セ ン タ ー 美術ホ ー ル5 階☎06・
6487・ 0806

創立70周年記念 神戸フ ロ イ デ合
唱団 第九交響曲 第54回公演

㊐12月22日 ㈬ ◯時19時 ◯料 S席6000円、 A
席5000円、B席4000円、C席3000円（ 全
席指定） 出指揮/亀井正比古、 ソ プ ラ
ノ /並河寿美、 アルト /八木寿子、 テノ
ール/馬場清孝、 バリ ト ン /田中由也、
管弦楽/関西フ ィ ルハーモ ニー管弦楽
団、 合唱/神戸フ ロ イ デ合唱団◯場 兵庫
県立芸術文化セ ン タ ー K OBELC O大

主催者等の都合によ り 掲載内容が変更
さ れる 場合がございます。 お出かけの
際には各施設等へご確認く ださ い。

■第9回雄心会展/公募展 第8回学生展
〈 1・ 2階〉 ㊐12月3日㈮～5日㈰◯時10時
～17時、 最終日は～16時◯料無料◯内 書約
300点
■第14回 娯惲文会展〈 2階〉 ㊐12月10
日㈮～12日㈰◯時10時～17時、 最終日は
～16時◯料無料◯内 篆刻、 書約70点
■第65回J A 共済小･中学生書道コ ン ク
ール作品展示会〈 1階〉 ㊐12月11日㈯
～12日㈰◯時 11時～17時◯料無料◯内 書54
点
■兵庫県美術作家交流展　 ―新進･選
抜･プラ ス―〈 2階〉 ㊐12月15日㈬～19
日㈰◯時10時～17時、 最終日は～16時◯料

無料◯内 日本画、 洋画、 書、 彫刻、 工芸、
写真約100点
■神戸大学写真部12月展〈 2階〉 ㊐12
月18日㈯～20日㈪◯時10時～17時、 初日
は14時～◯料無料◯内 写真約30点

■兵庫県民会館ロ ビ ーコ ン サート
〈 1階ロ ビ ー〉 吉見真帆ソ プラ ノ コ ン サ
ート ㊐12月11日㈯14時◯料無料出ソ プラ
ノ /吉見真帆、 ピ アノ /矢野百華＊いけ
ばな/伊藤洸明、 原玉恩( 兵庫県いけば
な協会/御室流)
■兵庫県書作家協会選抜展〈 1階サロ
ン 内〉 ㊐12月2日㈭～1月31日㈪◯時10時
～17時、最終日は～16時㊡水・ 日曜日、
12月29日～1月3日◯料無料◯内 兵庫県書作
家協会会員6人の作品展示

原田の森ギャ ラリ ー
☎078・ 801・ 1591

■S pa ce  ～こ こ ろ の居場所～〈 本館
障害者アート ギャ ラ リ ー〉 ㊐12月24日
㈮まで◯時10時～18時◯料無料◯内 洋画、 写
真、 その他約10点
■n iche展〈 東館1・ 2階〉 ㊐12月1日㈬
～5日㈰◯時10時～17時30分、 最終日は
～16時◯料無料◯内 洋画、 児童画約150点
■第12回草心会全国書展〈 本館1・ 2階〉
㊐12月3日㈮～5日㈰◯時10時～17時、 最
終日は～16時◯料無料◯内 書約1000点
■第73回正筆展 併催第13回暢心展〈 本
館1・ 2階、 東館1・ 2階〉 ㊐12月11日㈯
～12日㈰◯時10時～17時、 最終日は～16
時◯料無料◯内 書約700点
■白洋会展〈 東館2階〉 ㊐12月14日㈫
～19日㈰◯時10時～17時30分、 初日は13
時30分～、 最終日は～16時30分◯料無料
◯内 洋画約25点
■現代童画会'21関西展 併催:関西支部
展〈 本館1階〉 ㊐12月15日㈬～19日㈰
◯時10時～18時、 最終日は～15時◯料無料
◯内 洋画、 日本画、 デザイ ン 、 その他約
160点
■創元会兵庫作家展〈 東館1階〉 ㊐12
月15日㈬～19日㈰◯時10時～17時30分、
最終日は～16時◯料無料◯内 洋画約40点
■第6回N ew 飛燕鳥 展〈 本館2階〉 ㊐12
月17日㈮～19日㈰◯時10時～17時、 最終
日は～16時◯料無料◯内 書約90点
■第98回弦月会展〈 本館1階〉 ㊐12月
21日㈫～26日㈰◯時10時～18時、 初日は
13時～、 最終日は～16時◯料無料◯内 洋画
約40点
■第27回兵庫ふれあい美術展〈 本館2
階〉 ㊐12月24日㈮～26日㈰◯時10時～17 
時、 最終日は～15時◯料無料◯内 書、 洋画、
日本画、 写真、 工芸約200点

横尾忠則現代美術館
☎078・ 855・ 5607

兵庫県民アート ギャラリー
☎078・ 321・ 2131

円(全席自由)＊2歳以下ひざ 上鑑賞の
み無料出人形劇団ク ラ ルテ ◯場 養父市
立ビ バホール問養父市立養父公民館☎
079・ 664・ 1141

丹　 　 　 　 　 波

■第5回心を 届ける 「 たんば絵て がみ
コ ン ク ール」 作品募集
◯内『 希望』 をテーマにした「 絵てがみ」 を
募集し て いま す。『 希望』 から 連想す
る 題材、 文字を 絵てがみに表現し てご
応募く ださ い。 展示会では全応募作品
が展示さ れます。応募方法/「 絵てがみ」
作品( 郵便ま たは私製はがき に絵と 文
字を 手描き し た も の) の裏面に題名・
応募者名・ 住所・ 年齢・ 電話番号を明記
の上、 応募料を 添えて郵送、 また は直
接お持ち く ださ い(郵送の場合は封筒
に応募料と 作品を 同封し てく ださ い)。
※未発表の自作作品に限る 。 一人2点
まで応募可。 応募締切/12月28日㈫(消
印有効)、 応募料/作品1点につき 100円
切手1枚、 展示会/令和4年2月5日㈯～
20日㈰◯場 兵庫県立丹波年輪の里木の館
研修室問兵庫県立丹波年輪の里内 心
を 届ける たんば絵てがみコ ン ク ール事
務局☎0795・ 73・ 0725

淡　 　 　 　 　 路

■光と 花のク リ スマスフ ェ スティ バル
2021
㊐1月16日㈰ま で ◯時10時～18時(12月3
日～26日までの金・ 土・ 日曜日は21時
ま で)、 入館は閉館の30分前ま で ㊡火
曜日◯料一般750円、 70歳以上370円、 高
校生以下無料◯内 「 あわじ グリ ーン 館」
が9月18日にオープ ン し て 初めて 開催
する ク リ スマスイ ベン ト 。 温室内に大
き なツ リ ーが登場し ガーデン キャ ッ ス
ル、 ガーデン アーチがイ ルミ ネーショ
ン で彩ら れ、 まる で宝箱の中にいる よ
う 。 光と 花のイ ルミ ネーショ ン の中で
写真撮影を お楽し みく ださ い。 ◯場 問兵
庫県立淡路夢舞台公苑温室「 あわじ グ
リ ーン 館」 ☎0799・ 74・ 1200

県　 　 　 外（ 大阪）

特別展 メ ト ロ ポリ タ ン 美術館展 
西洋絵画の500年

㊐1月16日㈰まで◯時9時30分～17時、 入
館は16時30分まで㊡月曜日(1月10日は
開館)、12月30日～1月3日◯料 一般2100円、
高大生1500円、 中学生以下無料※日時
指定予約制◯内 アメ リ カ ・ ニュ ーヨ ーク
のメ ト ロ ポリ タ ン 美術館( 1870年創立)
は、 先史時代から 現代まで、 5000年以
上にわたる 世界各地の文化遺産を 包括
的に所蔵し ています。 本展では、 同館
を 構成する 17部門のう ち 、 ヨ ーロ ッ パ
絵画部門に属する 約2500点の所蔵品か
ら 、 選り すぐ ら れた珠玉の名画65点(
う ち 46点は日本初公開)を 展覧し ます。
15世紀の初期ルネサン スの絵画から 19
世紀のポスト 印象派まで、 西洋絵画の
500年の歴史を 彩っ た巨匠たち の傑作
が一挙来日。 メ ト ロ ポリ タ ン 美術館が
誇る 至高の名画を 、 ぜひご堪能く ださ
い。 ◯場 大阪市立美術館問☎06・ 4301・
7285( 大阪市総合コ ールセン タ ーな に
わコ ール)★5組10人に。 10日㈮必着

カラ ヴァッ ジョ《 音楽家たち》 15 97年
ニューヨ ーク、メト ロポリタン 美術館

Rogers Fund, 19 5 2  / 5 2 .81

「 くるみ割り人形　 お伽の国ヴァージョン」
撮影： 古都栄二（ テス大阪）

ホール問神戸フ ロ イ デ合唱団☎078・
382・ 2613★5組10人に。 10日㈮必着

東・ 北 播 磨

■県内芸術家ロ ビ ーコ ン サート  こ う
こ はく ロ ビ ーコ ン サート 「 音楽がつな
ぐ 今と むかし 」
㊐12月12日㈰◯時14時◯料無料出ヴァ イ オ
リ ン /吉田侑記、 ピ アノ /濵本真佑花◯場

兵庫県立考古博物館ネッ ト ワーク 広場
問同博物館☎079・ 437・ 5589

企画展「 明石の布団太鼓」
㊐12月16日㈭～1月16日㈰◯時9時30

分～18時30分、 入館は18時まで㊡月曜
日(た だ し 1月10日は開館)、 12月29日
～1月3日◯料大人200円、65歳以上100円、
大高生150円、 中学生以下無料◯内 明石
の秋祭り を 彩る 布団太鼓は江戸時代か
ら の歴史を 持っ て いま す。 本展で は、
現存する 明石の布団太鼓を 写真パネル
で紹介する と と も に、 新調などによ り
今は見る こ と のでき ない高欄掛や水引
幕等を 展示し 、 明石に脈々と 受け継が
れて き た 伝統文化の歩みを 紹介し ま
す。 ◯場 問明石市立文化博物館☎078・
918・ 5400★5組10人に。 10日㈮必着

中・ 西 播 磨

■県民芸術劇場 音楽の館フ ィ ルハー
モニー管弦楽団
㊐12月19日 ㈰ ◯時13時30分 ◯料 一 般1500
円、 高校生以下1000円、 大人ペア(大
人2人)2500円、 親子ペ ア2000円(当日
200円増、 ペア は500円増)全席自由出
音楽の館フ ィ ルハーモニー管弦楽団◯場

問上郡町生涯学習支援セン タ ー大ホー
ル☎0791・ 52・ 1125

■特別展「 大嶋黄谷生誕200年記念展」
㊐1月10日( 月・ 祝)ま で ◯時9時 ～17時、
入館は16時30分まで㊡火曜日、 12月28
日～1月4日◯料大人300円、 中小生150円
◯内 赤穂出身の陶芸家で、 雲火焼の祖で
あ る 大嶋黄谷の生誕200年を 記念し 、
遺品から 黄谷の多岐にわたる 才能を 紹
介し 、その代表的作品である 「 雲火焼」
や、 黄谷に陶技を 伝授し た作根弁次郎
の作品と と も に、 作風も 名前も 非常に
よ く 似た大和の赤膚焼の源流と も 考え
ら れている 「 雲華焼」 の作品も 展示い
たし ます。 ◯場 問赤穂市立美術工芸館田
淵記念館☎0791・ 42・ 0520

但　 　 　 　 　 馬

■県内芸術家ロ ビ ーコ ン サート  
フ ルート と オーボエが奏でる ク リ スマ
スコ ン サート
㊐12月4日㈯◯時12時30分◯料無料出フ ル
ート /田中利奈、 ピ アノ /中嶋緑、 フ ル
ート ・ オーボエ/倉橋葵◯場 豊岡市民プ
ラ ザ交流サロ ン 問豊岡市民プ ラ ザ☎
0796・ 24・ 3000
■県民芸術劇場　 11ぴき のねこ と ぶた
㊐12月12日 ㈰ ◯時10時30分・ 14時 ◯料 500

福田・ 狭間彫刻

左： 雲火焼　 手焙、右： 雲火焼　 涼炉
全て大嶋黄谷作
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建築物総合管理

※建築物総合管理業

（ 兵庫県１６総第１１号の２７）

　 飲料水貯水槽清掃業

（ 兵庫県１０貯第１１号の３４）

　 ねずみ・ 昆虫等防除業

（ 兵庫県１０ね第１１号の３５）

　 警備業

（ 兵庫県公安委員会認定
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清掃管理

設備管理

保安警備

環境衛生管理

日常清掃、 定期清掃

冷暖房空調、 電気設備

運転保守管理

常駐保安、 駐車場管理
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貯水槽清掃、 害虫駆除

給排水衛生管清掃

廃棄物処理等

日之出商事株式会社

Make 
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happen!
Make 
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happen!

兵庫県知事
公益財団法人兵庫県芸術文化協会会長

齋 藤 元 彦
　 芸術文化は、 私たちの暮らし を豊かに彩り 、

人々に元気や活力を与えてく れます。 コロナの

第５ 波が収束し つつあるなか、 生の芸術文化に触れる機会が

少し ずつ増えてきまし た。 Ｉ Ｃ Ｔ を活用し た創造・ 発信など、

芸術文化の新たな芽吹きも見られます。

　「 ひょう ご文化交流のつどい」 は昨年に引き続き中止となり

まし たが、 代わりに皆さんからいただいたメッ セージをご紹介

し ます。 芸術文化の灯火を取り 戻そう とさ れている皆様の活

動は大変心強い限りです。

　 兵庫の文化力で、 コロナからの創造的復興を成し 遂げる。

そのためにも、 幅広い分野でご活躍されている皆さんには、 よ

り 一層のご理解とご協力を賜りますよう よろしく お願いします。
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ひょ う ご文化交流のつどいの前には、 兵庫県芸術奨励賞の贈呈
式が行われ、 受賞者による演奏等が披露さ れます（ 写真は平成
29年受賞者の藤原功次郎氏）
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の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
昨
年

中
止
し
た
演
目
を
、
今
春
、
上

演
に
漕
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
緊
張
が
続

く
中
で
、
劇
団
員
の
三
坂
賢
二

郎
が
兵
庫
県
芸
術
奨
励
賞
を
頂

戴
し
た
こ
と
は
、
劇
団
の
大
き

な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

植
村
翔
馬
さ
ん

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

　
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
、
新
し
い
音
楽
の
形
を
発
見

で
き
た
期
間
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
や
は
り
直
接
音
楽
を
お

届
け
で
き
る
こ
と
、
生
徒
た
ち

と
直
接
歌
を
交
わ
す
こ
と
が
で

き
る
喜
び
は
と
て
も
大
き
な
も

の
だ
と
改
め
て
実
感
で
き
ま
し

た
。
油
断
せ
ず
、
ル
ー
ル
の
中

で
、
自
由
に
楽
し
く
音
楽
を
楽

し
め
る
日
を
心
待
ち
に
し
て
、

未
来
へ
進
ん
で
参
り
た
い
と
思

烏
頭
尾
寧
朗
さ
ん

兵
庫
県
美
術
家
同
盟
代
表

兵
庫
県
洋
画
団
体
協
議
会
代
表

　
今
年
は
５
月
の
兵
庫
県
美
術

家
同
盟
展
が
２
年
連
続
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
兵
庫
県
洋
画

団
体
協
議
会
展
は
９
月
に
開
催

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
特

に
宮
城
県
芸
術
協
会
か
ら
の
出

品
に
よ
る
交
流
展
で
両
県
の
芸

術
を
通
じ
て
の
振
興
が
深
め
ら

れ
ま
し
た
。
来
年
は
す
べ
て
の

展
覧
会
開
催
が
コ
ロ
ナ
に
打
ち

勝
つ
勇
気
と
希
望
を
与
え
る
心

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
よ
う
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

大
上

　
巧
さ
ん陶

芸
家

丹
波
立
杭
焼
伝
統
工
芸
士
会
会
長

　
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
全
て
の

事
業
が
中
止
に
な
り
ま
し
た

が
、
今
年
は
兵
庫
工
芸
展
及
び

姫
路
展
が
盛
大
に
開
催
で
き
ま

し
た
。
来
年
は
兵
庫
県
工
芸
美

術
作
家
協
会
創
立
60
周
年
で
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今

年
の
総
会
で
同
協
会
の
理
事
長

を
退
任
し
、
清
水
圭
一
氏
に
後

を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
４
年
間

多
く
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
、

無
事
に
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
事
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
３
年
県
功
労
者
表
彰
を

受
賞
し
た
こ
と
が
最
大
の
喜
び

で
し
た
。
文
化
活
動
を
中
心
と

し
た
地
域
活
動
功
労
で
長
年
携

わ
っ
た
仕
事
を
評
価
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
！

第
29
回
み

つ
な
か
オ
ペ
ラ
「
満
仲
〜
美
女

丸
の
廻
心
」
は
地
元
川
西
市
の

民
話
に
基
づ
く
作
品
の
再
演

で
、
長
年
オ
ペ
ラ
制
作
で
培
っ

て
き
た
劇
場
の
総
合
力
が
作
っ

た
優
れ
た
作
品
と
し
て
文
化
庁

芸
術
祭
優
秀
賞
を
受
賞
。

岡
本
健
一
さ
ん

（
公
財
）
川
西
市
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
理
事
兼
ゼ
ネ
ラ
ル

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

絹
見
和
則
さ
ん

神
戸
フ
ロ
イ
デ
合
唱
団
団
長

　
「
忍
耐
」
の
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
、
漸
く
希
望
の
光
が
見
え
て

ま
い
り
ま
し
た
。
来
年
は
芸
文

セ
ン
タ
ー
で
の
ワ
ン
コ
イ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
を
は
じ
め
、
松
方
ホ

ー
ル
音
楽
賞
受
賞
記
念
リ
サ
イ

タ
ル
他
、
舞
台
が
戻
っ
て
き
ま

す
！

困
難
な
状
況
を
経
て
も

尚
、
温
か
く
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ

く
皆
様
に
は
感
謝
し
て
も
し
き

れ
ま
せ
ん
。
心
を
込
め
て
大
切

に
‥
音
楽
と
向
き
合
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

坂
本

　
彩
さ
んピ

ア
ノ

　
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

２
年
ぶ
り
と
な
る
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
オ
ペ
ラ
「
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド

ウ
」
を
上
演
し
、
芸
文
な
ら
で

は
の
生
の
舞
台
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
来
年
1
月
に

は
、
神
戸
で
「
椿
姫
」
を
指
揮

し
ま
す
。
多
く
の
市
民
と
素
晴

ら
し
い
ソ
リ
ス
ト
が
協
力
し
て

く
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ

そ
、
街
、
劇
場
、
人
を
繋
い
で
、

音
楽
で
元
気
を
届
け
て
い
く
こ

と
を
僕
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

佐
渡

裕
さ
ん

指
揮
者
・
兵
庫
県
立
芸
術

文
化
セ
ン
タ
ー
芸
術
監
督

ま
す
。

　
今
年
は
年
明
け
早
々
、
『
令

和
2
年
度

亀
高
文
子
記
念
―

赤
艸
社
賞
』
を
い
た
だ
き
、
大

変
光
栄
な
年
に
な
り
ま
し
た
。

神
戸
元
町
で
の
受
賞
記
念
展
に

続
い
て
大
阪
・
東
京
と
大
き
な

個
展
開
催
に
恵
ま
れ
、
本
当
に

得
難
い
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
来
年
も
私
に
と
っ

て
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
待
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
道

に
誠
実
に
制
作
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

柴
田
知
佳
子
さ
ん

美
術
作
家

関
　
典
子
さ
ん

ダ
ン
サ
ー
・
神
戸
大
学
准
教
授
・

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

「
薄
井
憲
二
バ
レ
エ
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

2
0
2
1
丑
年
は
『
牧
神
の

午
後
』
を
展
示
し
た
薄
井
憲
二

バ
レ
エ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
企
画

展
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
秋
に

は
『
牧
神
と
ニ
ン
フ
の
午
後
』

を
映
像
作
品
と
し
て
発
表
。
伝

説
の
ダ
ン
サ
ー
、
ニ
ジ
ン
ス
キ

ー
と
対
峙
す
る
大
切
な
作
品
と

な
り
、
舞
台
で
の
初
演
を
計
画

中
で
す
。
歴
史
的
な
資
料
と
現

代
の
創
作
、
そ
の
交
点
に
い
ら

れ
る
こ
と
を
感
謝
し
、
精
進
し

て
参
り
ま
す
。

　
「
兵
庫
県
民
会
館
ロ
ビ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
」
で
始
ま
っ
た
私
の

こ
の
一
年
、
動
画
配
信
な
ど
新

し
い
場
で
舞
台
を
御
覧
い
た
だ

く
機
会
も
増
え
、
ま
た
、
何
度

か
大
曲
を
演
じ
る
機
会
も
頂

き
、
実
力
不
足
を
痛
感
し
な
が

ら
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
学
ぶ
事

の
多
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
お

客
様
、
催
し
を
準
備
し
、
支
え

て
下
さ
っ
た
皆
様
、
本
当
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
橋
奈
王
子
さ
ん

能
楽
師

大
倉
流
小
鼓
方

田
中
徹
夫
さ
ん

兵
庫
県
書
作
家
協
会
会
長

　
昨
年
春
、
兵
庫
県
書
作
家
協

会
会
長
就
任
時
か
ら
コ
ロ
ナ
感

染
症
に
振
り
回
さ
れ
ま
し
た

が
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
日
常
の
展
覧
会
・
会
議
等
が

感
染
対
策
を
し
な
が
ら
開
催
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
様
な
緊
急
事
態
の
時
こ
そ
、

芸
術
文
化
の
発
信
が
よ
り
一
層

大
切
で
あ
る
と
痛
感
し
て
い
ま
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す
。
今
後
、
地
道
な
活
動
を
続

け
て
い
こ
う
と
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
す
。

10
月
に
兵
庫
県
現
代
詩
協
会

が
毎
年
力
を
入
れ
て
い
る
「
詩

の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
」
。
今

年
は
神
戸
在
住
の
詩
人
、
高
階

杞
一
さ
ん
に
「
詩
と
は
何
か
」

と
い
う
講
演
を
お
願
い
し
た
。

現
代
詩
が
も
っ
と
生
活
の
中
に

根
付
い
て
い
く
よ
う
に
と
い
う

願
い
に
答
え
て
も
ら
っ
た
よ
う

な
、
実
の
あ
る
よ
い
お
話
だ
っ

た
。
詩
を
身
近
な
も
の
に
。
来

年
も
そ
の
た
め
の
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
。

時
里
二
郎
さ
ん

兵
庫
県
現
代
詩
協
会
会
長

　
昨
年
新
設
さ
れ
た
宝
塚
市
立

文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
で
個
展
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
近
作
を
含

め
少
し
ま
と
め
て
見
て
頂
け
る

展
示
に
な
り
、
次
へ
の
ス
テ
ッ

プ
に
な
る
良
い
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。

　
来
年
は
自
身
の
個
展
が
二

つ
、
亡
夫
元
永
定
正
の
生
誕

1
0
0
年
に
因
ん
だ
展
覧
会
が

各
地
で
四
つ
予
定
さ
れ
て
い

て
、
ま
た
ま
た
多
忙
な
一
年
に

な
り
そ
う
で
す
。

中
辻
悦
子
さ
ん美

術
家

　
令
和
３
年
度
、
兵
庫
県
彫
刻

家
連
盟
は
創
立
50
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
50
周
年
記
念
の
連
盟

展
に
際
し
ま
し
て
は
多
く
の
方

々
に
ご
高
覧
並
び
に
ご
祝
詞
を

頂
き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
記
念
展
も
無
事
に
終
了

し
、
来
年
度
以
降
も
会
員
一
同

さ
ら
に
研
鑽
を
積
み
、
関
係
諸

団
体
と
も
交
流
を
深
め
、
兵
庫

県
彫
刻
家
連
盟
を
充
実
、
発
展

さ
せ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
木
泰
生
さ
ん

兵
庫
県
彫
刻
家
連
盟
会
長

11
月
16
日
に
「
文
化
活
動
を

活
か
し
た
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
県
地
域

文
化
団
体
協
議
会
等
主
催
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主
管
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍

で
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

参
加
頂
い
た
方
々
に
心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
。
６
巡
目
35
回

を
重
ね
て
き
た
事
業
で
す
。
今

後
も
切
磋
琢
磨
し
、
兵
庫
の
文

化
を
盛
り
上
げ
る
協
会
を
目
指

し
ま
す
。

西
内
一
博
さ
ん

但
馬
文
化
協
会
会
長

　
コ
ロ
ナ
禍
よ
り
、
茶
会
な
ど

は
全
て
中
止
と
な
り
、
兵
庫
県

茶
道
協
会
の
会
員
達
も
稽
古
す

ら
で
き
ぬ
日
々
で
し
た
が
、
そ

の
中
で
も
兵
庫
県
主
催
で
「
子

ど
も
伝
統
文
化
わ
く
わ
く
体
験

教
室
」
を
県
内
の
小
中
高
校
で

行
う
こ
と
が
で
き
、
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
で
も
配
信
し
ま
し
た
。

　
次
世
代
へ
の
文
化
継
承
と
い

う
目
的
の
た
め
、
新
し
い
茶
道

の
あ
り
か
た
を
見
つ
け
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

冨
士
田
宗
啓
さ
ん

兵
庫
県
茶
道
協
会
副
会
長

　
今
年
も
目
に
見
え
な
い
も
の

と
戦
い
…
。
で
も
…
普
段
に
は

目
に
見
え
な
か
っ
た
、
様
々
な

人
の
優
し
さ
や
思
い
に
も
沢
山

支
え
ら
れ
、
改
め
て
気
づ
き
、

考
え
…
そ
し
て
感
謝
す
る
毎
日

で
す
。
品
格
を
大
切
に
、
幸
せ

の
時
間
を
美
し
い
旋
律
に
乗

せ
、
音
楽
を
届
け
た
い
で
す
。

2
0
2
2
年
も
絶
対
に
良
い
年

に
し
ま
し
ょ
う
！

藤
原
功
次
郎
さ
ん

元
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響

楽
団
首
席
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者

　
今
年
も
多
く
の
行
事
が
開
催

中
止
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
る
中
、

10
月
の
「
兵
庫
県
い
け
ば
な
展
」

（
大
丸
神
戸
店
）
で
は
多
く
の

来
場
と
と
も
に
、
皆
様
の
明
る

い
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

い
け
ば
な
が
人
に
与
え
る
力
を

再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。w

i
t
h

コ
ロ
ナ
を
機
会

に
芸
術
文
化
の
新
た
な
可
能
性

を
模
索
し
な
が
ら
、
ま
た
「
交

流
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
る

日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

松
井
博
士
さ
ん

い
け
ば
な
小
原
流

向
山
和
子
さ
ん

「
国
際
現
代
」
水
墨
画
協
会
会
長

　
楽
し
み
に
し
て
い
た
「
ひ
ょ

う
ご
文
化
交
流
の
つ
ど
い
」
が

2
年
続
け
て
中
止
に
な
り
、
兵

庫
県
下
の
大
勢
の
文
化
人
に
お

会
い
で
き
な
い
の
は
残
念
で

す
。
令
和
4
年
1
月
末
に
は
某

社
が
出
版
す
る
小
冊
子
に
私
の

紹
介
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

を
お
配
り
し
て
、
交
流
に
変
え

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
w
i
t
h

コ
ロ
ナ
の
中
、
皆
様
ど
う
ぞ
健

康
第
一
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

の
先
へ
…

更
な
る
挑
戦
を
続

け
て
参
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
が
世
界
に
拡
が

っ
て
早
２
年
。
音
楽
家
の
皆
様

が
活
動
の
場
を
奪
わ
れ
厳
し
い

状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
し
た

が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
み
、

皆
様
少
し
ず
つ
活
動
を
再
開
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
兵
庫
県
芸
術

文
化
協
会
様
に
は
、
動
画
配
信

等
の
様
々
な
ご
支
援
を
頂
き
、

心
よ
り
感
謝
致
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
ご
支
援
ご
指
導

下
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

山
村
幸
則
さ
ん美

術
家

　
私
は
こ
の
二
年
、
作
品
制
作

の
為
、
週
末
ご
と
に
丹
波
篠
山

市
今
田
町
に
通
い
、
四
季
折
々

に
自
然
の
音
を
録
音
し
ま
し
た
。

世
の
不
安
感
を
よ
そ
に
、
空
は

晴
れ
渡
り
、
木
々
は
芽
吹
き
、

鳥
た
ち
が
囀
る
丹
波
に
て
、
私

も
自
然
の
一
部
で
在
り
、
生
き

て
い
る
と
実
感
致
し
ま
し
た
。

今
を
生
き
る
こ
と
を
表
現
に
繋

げ
ら
れ
る
様
、
未
だ
見
ぬ
地
平

山
本
和
子
さ
ん

染
織
工
芸
家

　
６
月
の
59
回
兵
庫
工
芸
展
、

９
月
の
特
別
展
姫
路
は
共
に
無

事
終
了
。
来
年
は
第
60
回
記
念

兵
庫
県
工
芸
展
と
神
戸
文
学
館

で
の
60
周
年
記
念
―
工
芸
の
文

学
散
歩
―
の
開
催
が
楽
し
み
で

す
。
96
回
国
展
と
巡
回
展
は
大

阪
市
立
美
術
館
が
改
修
の
た
め

３
年
間
休
館
中
で
、
国
展
工
芸

部
で
は
発
表
の
場
を
模
索
中
。

切
磋
琢
磨
、
刺
激
し
あ
う
こ
と

の
大
切
さ
を
思
う
こ
と
し
き
り

で
す
。

山
本
裕
之
さ
ん

神
戸
音
楽
家
協
会
代
表
幹
事

平
成
元
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ひ
ょ
う
ご
文
化
交
流
の
つ
ど

い
は
、
当
初
は
立
食
ス
タ
イ
ル
で
し
た
が
、
平
成
26
年
か
ら

着
席
ス
タ
イ
ル
に
変
わ
り
ま
し
た

毎年、 兵庫県いけばな協
会の会員による舞台花が
会場を華やかに彩り ます

（ 写真は平成20年の現在の
兵庫県いけばな協会会長
・ 佐伯一甫氏の作品）

　 今年もあと ひと 月と なり まし たが、 いかがお

過ごし でしょう か。

　 昨年に引き続き、「 文化交流のつどい」 を開催すること がで

きず、 紙面でご挨拶することが残念でなりません。 し かし 、 多

く の皆さまから寄せられた心温まるメ ッ セージから、 決し てコ

ロナに屈すること なく 、 兵庫の芸術文化が一歩ずつ前進し て

いることが感じとられ、 本当に力強い限りです。

　 第5波の収束とともに、 出席さ せていただく イベント も 多く

なり 、 皆さま方と お会いする機会も増えてまいりまし た。 私ど

も芸術文化協会でも、「 W ith Corona」 に対応すべく 、 先進的

な取り 組みを進めています。 これからも共に手を携え、 コロナ

の時代に即し た兵庫らし い芸術文化を創っていきましょう 。

兵庫県芸術文化協会理事長

山 本 亮 三

　
頂
戴
し
た
す
べ
て
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
左
記

の
Q
R
コ
ー

ド
か
ら
ご
覧

く
だ
さ
い
。



　
新
春
を
飾
る
米
團
治
の
華

や
か
な
高
座
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

【
出
演
者
・
演
目
（
出
演
順
）
】

「
狸
の
賽
」團
治
郎
、「
掛
取
り
」

米
團
治
、「
親
子
酒
」紅
雀
、「
は

て
な
の
茶
碗
」米
團
治
（
中
入
）

「
三
枚
起
請
」
米
團
治

【
日
時
】
令
和
４
年
２
月
13

日
㈰
14
時

【
場
所
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
大
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
一
般
３
０
０
０

円
、
高
校
生
以
下
１
５
０
０

円
（
全
席
指
定
）

毎月 1 回 1 日発行 すずかけ・ １２月号 令和３ 年12月１ 日　 ⑹

  
　

２
０
２
２

　
ピ
ッ
コ
ロ
寄
席

桂 

米
團
治 

独
演
会

　
グ
ラ
ミ
ー
賞
を
３
度
受

賞
、
名
実
と
も
に
ト
ッ
プ
・

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
し
て

君
臨
す
る
ヒ
ラ
リ
ー
・
ハ
ー

ン
。

　
今
回
、
歌
心
溢
れ
る
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
弾
き
と
し
て
知

ら
れ
る
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ヘ

フ
リ
ガ
ー
と
と
も
に
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
大
ソ
ナ
タ

《
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
》
に
挑
み

ま
す
。

【
曲
目
】
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

／
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ 

　
“
脚
気
”
そ
れ
は
、
明
治

以
降
、
突
然
猛
威
を
振
る
い

年
間
１
万
人
に
も
上
る
死
者

を
出
す
ま
で
に
大
流
行
し
た

近
代
日
本
最
悪
の
病
︱
。
森

鷗
外
は
じ
め
、
原
因
究
明
に

奔
走
し
た
人
々
の
物
語
。

　
作
・
演
出
は
、
ピ
ッ
コ
ロ

劇
団
第
54
回
公
演
「
天
空
の

恋
～
谷
崎
と
猫
と
三
人
の
女

～
」（
２
０
１
６
年
２
月
）
で
、

文
豪
・
谷
崎
潤
一
郎
の
知
ら

れ
ざ
る
素
顔
を
、
独
自
の
視

点
で
描
き
好
評
を
博
し
た
Ｇ

２
氏
。

　
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
員
と
関
西

で
活
躍
す
る
個
性
派
俳
優
た

ち
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
ま
す
。

【
作
・
演
出
】
Ｇ
２

【
出
演
】〈
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
員
〉

岡
田 

力
、
亀
井
妙
子
、
木

之
下
由
香
、
谷
口 

遼
、
浜

崎
大
介
、
原 

竹
志
、
平
井

　
桂
米
團
治
は
、
２
０
０
３

年
度
の
「
米
朝
小
米
朝
親

子
会
」
、
２
０
０
８
年
度
の

五
代
目
桂
米
團
治
襲
名
記

念
「
桂
米
朝
一
門
会
」
な
ど

に
出
演
、
２
０
０
９
年
度
か

ら
は
、
父
で
あ
り
師
匠
で
あ

る
故
・
桂
米
朝
に
代
わ
っ
て

「
桂
米
團
治
独
演
会
」
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
父
譲
り
の
品
格
に
加
え
、

観
客
の
心
を
笑
顔
で
包
み
込

む
愛
嬌
あ
る
高
座
で
人
気
を

博
し
、
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー

の
新
春
の
顔
と
し
て
恒
例
の

落
語
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
米
團
治
は
、
「
掛

取
り
」「
は
て
な
の
茶
碗
」「
三

枚
起
請
」
の
三
席
を
披
露
。

19
日
㈰
発
売

ラ
ビ
ッ
ト
・
ホ
ー
ル

第
９
番
「
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
」
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ 

第
10
番

【
出
演
】
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／

ヒ
ラ
リ
ー
・
ハ
ー
ン
、
ピ
ア

ノ
／
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ヘ
フ

リ
ガ
ー

【
日
時
】
令
和
４
年
２
月
24

日
㈭
19
時

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ

大
ホ
ー
ル
（
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
８
０
０
０

円
、
Ｂ
席
６
０
０
０
円
、
Ｃ

席
４
０
０
０
円
、
Ｄ
席
２
０

０
０
円
（
全
席
指
定
）

ン
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
者
と
な

っ
た
ダ
ン
・
タ
イ
・
ソ
ン
。

　
２
０
２
１
年
優
勝
の
ブ
ル

ー
ス
・
リ
ウ
は
じ
め
、
シ
ョ

パ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
に
多
く
の

入
賞
者
を
送
り
出
し
た
巨
匠

の
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル
で
す
。

【
曲
目
】
シ
ョ
パ
ン
／
英
雄

　
１
９
８
０
年
ア
ジ
ア
出
身

者
と
し
て
、
初
め
て
シ
ョ
パ

ポ
ロ
ネ
ー
ズ
、
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
／
ト
ル
コ
行
進
曲
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
／
ピ
ア
ノ
・
ソ

ナ
タ 

第
30
番 

ほ
か
（
予
定
）

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
ダ
ン
・

タ
イ
・
ソ
ン

【
日
時
】
令
和
４
年
１
月
30

日
㈰
14
時

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ

大
ホ
ー
ル
（
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
４
０
０
０

円
、
Ｂ
席
３
０
０
０
円
、
Ｃ

席
２
０
０
０
円
、
Ｄ
席
１
０

０
０
円
（
全
席
指
定
）

 

開
館
以
来
毎
年
恒
例
、
大

人
気
の
「
笑
福
亭
鶴
瓶 

落

語
会
」
今
年
も
開
催
！

　
多
方
面
で
活
躍
を
続
け
る

落
語
界
の
ス
タ
ー
が
、
「
今

一
番
面
白
い
」
と
一
押
し
す

る
ゲ
ス
ト
と
共
に
お
く
る
、

地
元
･
西
宮
な
ら
で
は
の
落

語
会
。

　
今
年
も
注
目
の
ゲ
ス
ト
と

演劇学校風景

　
才
能
溢
れ
る
若
手
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
Ｐ
Ａ
Ｃ
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
が
競
演
す
る
年
に
一
度

の
夢
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
“
ド

リ
ー
ム
・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
”
。

　
若
き
実
力
派
た
ち
に
よ
る
、

花
が
咲
き
草
木
が
芽
吹
く
季

節
に
ふ
さ
わ
し
い
彩
り
豊
か

な
音
楽
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

【
曲
目
】
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
／

オ
ー
ボ
エ
協
奏
曲
、
Ｊ
．

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
Ⅱ
／
「
春

の
声
」
、
ブ
ル
ッ
フ
／
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
協
奏
曲 

第
１
番
、

ワ
ー
グ
ナ
ー
／
楽
劇
『
タ
ン

ホ
イ
ザ
ー
』
序
曲 

ほ
か

【
出
演
】
オ
ー
ボ
エ
／
佛
田

明
希
子
、
ソ
プ
ラ
ノ
／
斉
戸

英
美
子
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／

小
林
壱
成
、
指
揮
／
粟
辻 

聡
、
管
弦
楽
／
兵
庫
芸
術
文

化
セ
ン
タ
ー
管
弦
楽
団

【
日
時
】
令
和
４
年
４
月
９

日
㈯
14
時

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
大
ホ

ー
ル
（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
２
０
０
０

円
、
Ｂ
席
１
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）

  

西
宮
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

創
立
85
周
年
記
念 p

r
e
s
e
n
t
s

ド
リ
ー
ム
・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

笑
福
亭 

鶴
瓶 

落
語
会

久
美
子
、
風
太
郎
、
堀
江

勇
気
、
三
坂
賢
二
郎
、
森 

万

紀
、

森 

好

文
、

吉

村

祐
樹
〈
関
西
俳
優
陣
〉
楠

見 

薫
、

坂

口

修

一
、

村

角

ダ

イ

チ
（T

H
E

 R
O

B
 

C
A

R
L

T
O

N

）
、

市

瀬

由

宇
、
酒
井
高
陽
、
柴
野
航
輝
、

竹
内
宏
樹
、
三
田
み
ら
の

【
日
時
】
令
和
４
年
２
月
18

日
㈮
18
時
30
分
、
19
日
㈯
11

時
・
16
時
、
20
日
㈰
11
時
・

16
時

【
場
所
】
阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
一
般
４
５
０
０

円
、
大
学
生
・
専
門
学
校
生

３
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下

２
５
０
０
円
（
全
席
指
定
）

　
こ
の
悲
し
み
と
ど
う
向
き

合
っ
て
一
歩
を
踏
み
出
す
の

か
︱

　
ピ
ュ
ー
リ
ッ
ツ
ァ
ー
賞
戯
曲

部
門
受
賞
作
、待
望
の
上
演
！

　
幸
せ
な
日
常
と
未
来
を
突

然
奪
わ
れ
な
が
ら
も
、
深
い

悲
し
み
か
ら
一
歩
を
踏
み
出

そ
う
と
す
る
家
族
の
物
語

を
、
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ま

れ
」
な
ど
映
像
作
品
の
脚
本

家
と
し
て
活
躍
す
る
篠
㟢
絵

里
子
の
上
演
台
本
、
数
々
の

話
題
作
を
世
に
送
り
出
し
て

き
た
小
山
ゆ
う
な
の
演
出
で

お
届
け
し
ま
す
。

【
作
】
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
リ
ン

ゼ
イ
＝
ア
ベ
ア
ー

【
上
演
台
本
】
篠
㟢
絵
里
子

【
演
出
】
小
山
ゆ
う
な

【
出
演
】
小
島 

聖
、
田
代
万

里
生
、
占
部
房
子
、
新
原
泰

佑
、
木
野 

花

【
日
時
】
令
和
４
年
３
月
12

日
㈯
15
時
、
13
日
㈰
13
時

【
場
所
】
阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
６
８
０
０
円
（
全

席
指
定
）

で
、
初
め
て
演
劇
に
触
れ
る

方
で
も
大
丈
夫
で
す
。

【
内
容
】
舞
台
表
現
実
習
、

学
校
概
要
説
明

【
日
時
】
令
和
４
年
１
月
16

日
㈰
14
時
～
16
時
30
分

【
場
所
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー

大
ホ
ー
ル

【
受
講
料
】
無
料
（
原
則
高
校

生
以
上
、
要
申
込
）

  

ピ
ッ
コ
ロ
演
劇
学
校

  

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
者
募
集

　
普
段
の
授
業
の
一
部
を
体

験
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
！ 

ピ

ッ
コ
ロ
劇
団
員
が
講
師
と
し

て
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。
ゲ

ー
ム
や
遊
び
の
要
素
を
使
い

な
が
ら
体
と
心
を
ス
ト
レ
ッ

チ
！ 

日
常
あ
ま
り
使
わ
な

い
筋
肉
や
感
覚
を
意
識
す
る

こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
の

桂 米團治

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

12
月
発
売
予
定
公
演

18
日
㈯
発
売

ダ
ン
・
タ
イ
・
ソ
ン 

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

ダン・ タイ・ ソン

C 佐藤寛敏C 佐藤寛敏

   

ヒ
ラ
リ
ー
・
ハ
ー
ン

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
リ
サ
イ
タ
ル

チケッ ト を 購入さ れる お客様へ

新型コロナウイルス感染防止対策にご理解と
ご協力をお願いいたします。 
※マスクを着用されていない方はご入場でき

ません（ マウスシールド 不可）。 
※平熱より1℃以上、もしく は37.5℃以上の発熱

がある方は入場をお断りさせていただきます。 
※座席は、業種別ガイドラインに基づき、隣席を

空けない配席で販売します。
※来場者情報を把握するため、 芸術文化セ

ンターでのチケット のご購入は芸術文化セ
ンタ ー先行予約会員の登録（ 無料） が必
要です。  お一人様 2 枚までとさ せていた
だきます。

※掲載の情報は、やむを得ない事情により、
中止・ 変更になる場合がございます。最新
の情報につきまし ては、当センターウェ ブ
サイト 等をご確認く ださい。

※公演が中止・ 延期になった場合、購入者の方
には、先行予約会員に登録されているメール
アドレスに、メールでお知らせいたします。

ヒラリー・ ハーン

C Dana  v a n  Leeuw en DeccaC Dana  v a n  Leeuw en Decca

アンドレアス・ ヘフリガー

C G ia nm a r ia  G a v aC G ia nm a r ia  G a v a

と
も
に
、
新
年
の
初
笑
い
を

お
届
け
し
ま
す
。

【
出
演
】
笑
福
亭
鶴
瓶

【
ゲ
ス
ト
】
三
遊
亭
白
鳥

（
29
日
）
、
春
風
亭
百
栄
（
30

日
）

【
日
時
】
令
和
４
年
１
月
29

日
㈯
、
30
日
㈰
各
日
14
時

【
場
所
】
阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
５
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）

佛田 明希子斉戸 英美子小林 壱成

C S h ig e to  Im uraC S h ig e to  Im ura

   

兵
庫
県
立
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
第
72
回
公
演 

ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

　
脚
気
に
し
や
が
れ
！

～
近
代
日
本
最
悪
の
病
「
脚
気
」
奮
闘
記
～

笑福亭 鶴瓶G 2小島 聖田代 万里生



毎月 1 回 1 日発行すずかけ・ 12月号⑺　 令和 3 年12月 1 日

兵
庫
県
立
大
学
特
任
教
授

播
磨
学
研
究
所
名
誉
所
長

播
磨
学
を
研
究

成
果
発
信
し
出
版

第288回

令
和
3
年
度
兵
庫
県
文
化
賞
受
賞
者

中な

か

も

と元

孝た

か

み

ち迪
さ
ん

素
顔
拝
見

　
人
口
減
少
、
東
京
一
極
集

中
が
進
む
中
、
地
域
の
活
力

を
呼
び
戻
す
ツ
ー
ル
と
し
て

近
年
、
注
目
さ
れ
て
い
る
「
地

域
学
」
。
中
元
さ
ん
は
、
中

核
都
市
・
姫
路
市
を
中
心
と

し
た
播
磨
の
地
域
学
研
究
の

第
一
人
者
だ
。
神
戸
新
聞
社

の
論
説
委
員
だ
っ
た
１
９
８

８
年
に
播
磨
学
研
究
会
（
93

年
か
ら
播
磨
学
研
究
所
）
を

設
立
。
播
磨
の
歴
史
文
化
を

調
査
研
究
し
た
成
果
や
情
報

を
県
内
外
に
発
信
、
全
国
の

地
域
学
グ
ル
ー
プ
と
も
連
携

を
深
め
て
き
た
。
研
究
・
執

筆
意
欲
は
今
も
旺
盛
で
４
月

に
は
、
白
亜
の
姫
路
城
を
築

新
し
い
活
力
を
生
み
出
そ
う

と
す
る
学
問
で
あ
り
、
運
動

で
あ
る
」
と
の
信
念
を
持
つ
。

播
磨
に
つ
い
て
は
「
日
本
の

政
治
を
動
か
し
た
姫
路
城
が

あ
り
、
ど
の
時
代
で
も
新
し

い
歴
史
的
段
階
を
創
造
す
る

極
め
て
有
力
な
動
き
が
播
磨

で
真
っ
先
に
展
開
さ
れ
て
き

た
こ
と
な
ど
が
魅
力
で
研
究

を
始
め
ま
し
た
。
播
磨
の
『
地

域
の
力
』
が
日
本
史
を
変
え

た
と
い
え
ま
す
」
と
話
す
。

活
動
は
活
発
だ
。
播
磨
学
研

究
会
設
立
以
降
、
毎
年
、
各

地
か
ら
招
い
た
講
師
に
よ
る

「
播
磨
学
特
別
講
座
」
を
開

い
た
池
田
輝
政
の
評
伝
を
出

版
し
た
。

　
東
京
教
育
大
学
文
学
部
史

学
科
日
本
史
学
専
攻
を
卒
業

後
、
神
戸
新
聞
社
に
入
社
。

「
高
校
時
代
後
半
か
ら
歴
史

に
興
味
を
持
ち
始
め
て
進

学
。
新
聞
社
で
は
動
き
が
あ

る
現
場
を
報
道
し
た
か
っ
た

の
で
す
」
。
社
会
部
記
者
、

論
説
委
員
長
、
常
任
監
査
役

な
ど
歴
任
。
そ
の
後
、
姫
路

獨
協
大
学
副
学
長
に
就
任
。

　
「
地
域
学
は
、
市
民
自
ら

が
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の

歴
史
や
文
化
、
産
業
、
経
済

な
ど
を
再
認
識
し
、
地
域
に

開
い
た
「
講
座
」
な
ど
は
３

０
０
回
以
上
で
、
受
講
者
は

９
万
人
に
も
。
２
０
０
０
年

に
は
、
同
研
究
所
な
ど
が
主

催
し
姫
路
市
で
「
第
１
回
全

国
地
域
学
大
会
」
を
開
催
。

　
姫
路
市
文
化
国
際
交
流
財

団

発

行

の

季

刊

文

化

誌

「B
an

C
u
l

（
バ
ン
カ
ル
）
」（
播

州
カ
ル
チ
ャ
ー
の
略
）
の
編

集
長
で
も
あ
る
。
同
誌
は
１

９
９
１
年
の
創
刊
以
来
、
今

年
で
30
年
を
迎
え
た
。
ま
た

中
元
さ
ん
は
多
く
の
文
化
関

連
の
役
職
に
就
き
、
兵
庫
県

の
文
化
振
興
に
貢
献
。
と
も

し
び
の
賞
、
ふ
る
さ
と
文
化

（ 公財）姫路市文化国際交流
財団理事長、日本記者クラ
ブ、 日本ペンクラブ会員。
兵庫県功労者表彰、 姫路
市教育功労表彰、 同市芸
術文化賞、姫路市民表彰。

「 姫路城100ものがたり」「 姫
路城 永遠の天守閣」「 日本
史を変えた播磨の力 地域
学－分権史観の試み」など
著書多数。姫路市在住、81歳。

賞
の
選
考
委
員
も
務
め
て
い
る
。

　
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
95

年
１
月
に
発
生
し
た
阪
神
淡

路
大
震
災
。
神
戸
・
三
宮
の

神
戸
新
聞
社
が
壊
滅
し
、
本

社
機
能
が
マ
ヒ
状
態
の
中
、

論
説
副
委
員
長
だ
っ
た
中
元

さ
ん
を
中
心
に
論
説
委
員
が

各
被
災
地
、
避
難
所
な
ど
を

足
で
取
材
し
、
翌
18
日
か
ら

朝
刊
の
一
面
コ
ラ
ム
「
正

せ
い
へ
い
ち
ょ
う

平
調
」

に
、
復
興
を
願
っ
て
震
災
コ

ラ
ム
の
連
載
を
始
め
た
。
中

元
さ
ん
は
19
日
に
「
（
前
略
）

道
で
石
橋
湛
山
記
念

早
稲

田
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
大
賞
、

井
植
文
化
賞
な
ど
を
受
賞
し

た
。
11
月
の
兵
庫
県
文
化
賞

贈
呈
式
に
妻
英
子
さ
ん
と
出

席
し
た
中
元
さ
ん
は
語
っ

た
。「
思
い
が
け
な
い
受
賞
。

地
域
学
研
究
活
動
が
評
価
さ

れ
た
こ
と
、
研
究
活
動
を
支

え
て
下
さ
っ
た
皆
様
の
お
か

げ
で
の
受
賞
で
あ
り
感
激
で

す
。
体
の
続
く
限
り
地
方
分

権
に
向
け
て
頑
張
り
、
バ
ン

カ
ル
も
発
行
し
続
け
ま
す
」

「 姫路城100ものがたり 」「 西国将軍“ 池
田輝政” 姫路城への軌跡」 などの著書

平成の大修理完成直後の
姫路城を取材中のバンカル
編集委員らと＝2015年3月

催
。
終
了

後
に
は
、

原
則
と
し

て
講
義
録

を
一
冊
に

ま
と
め
て

出
版
。
こ

れ
ま
で
に

そ
れ
に
し
て
も
途
方
も

な
い
被
害
だ
。
都
市
は

こ
ん
な
に
も
ろ
か
っ
た

の
か
。
復
興
に
は
地
震

を
上
回
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
要
る
。
歯
を
食
い
し

ば
っ
て
頑
張
ろ
う
」
と

綴
っ
た
。
コ
ラ
ム
は
１

０
１
日
続
き
、
中
元
さ

ん
は
80
日
間
を
担
当
し

た
と
い
う
。
一
連
の
報

富本憲吉 左：《 色絵金彩羊歯模様大飾壺》 1960年 京都国立近代
美術館、右：《 赤絵羊歯模様大角陶板》 1935年 奈良県立美術館

やき も のやき も の
のの

模  様模  様
―動植物を中心に――動植物を中心に―

1212月月1111日日㈯㈯から 開催から 開催

　
や
き
も
の
に
は
、
古
く
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
模
様
が
描
か
れ
て

き
ま
し
た
。
野
山
の
木
々
や
四

季
の
花
々
、
里
や
水
の
中
の
い

き
も
の
。
さ
ら
に
は
珍
獣
や
空

想
上
の
霊
獣
な
ど
。
こ
れ
ら
の

モ
チ
ー
フ
と
な
っ
た
動
植
物
の

多
く
は
山
水
画
や
花
鳥
画
な
ど

の
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
版

本
な
ど
が
元
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
科
学
的
な
眼
で
動
植

兵
庫
陶
芸
美
術
館

特
別
展

物
を
観
察
し
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン

ス
を
も
と
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

模
様
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
代
表

の
ひ
と
つ
が
、
陶
芸
家
・
富
本

憲
吉
（
１
８
８
６
〜
１
９
６
３
）

の
羊
歯
模
様
で
す
。
一
見
デ
ザ

イ
ン
化
さ
れ
た
文
様
の
よ
う
に

み
え
る
模
様
は
、
自
生
す
る
植

物
を
デ
ッ
サ
ン
し
生
み
出
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
、
そ
こ
に
注
目

し
た
兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博

物
館
の
シ
ダ
植
物
の
研
究
者

が
、
富
本
の
羊
歯
模
様
を
サ
イ

エ
ン
ス
の
眼
で
見
つ
め
、
羊
歯

の
標
本
か
ら
ア
ー
ト
へ
の
道
の

り
を
解
き
明
か
し
ま
し
た
。

　
や
き
も
の
の
模
様
に
は
、「
ア

ー
ト
」
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
得

た
模
様
と
、
自
然
科
学
の
「
サ

イ
エ
ン
ス
」
に
着
想
を
得
た
模

様
が
あ
り
ま
す
。
本
展
で
は
、

江
戸
時
代
以
降
に
作
ら
れ
た
、

や
き
も
の
の
模
様
に
込
め
ら
れ

た
願
い
や
思
い
、
ま
た
模
様
が

生
み
出
さ
れ
る
過
程
を
紹
介
。

模
様
が
持
つ
神
秘
的
で
奥
深
い

世
界
を
、
「
ア
ー
ト
」
と
「
サ

イ
エ
ン
ス
」
の
双
方
の
眼
で
観

察
し
、
新
た
な
一
面
を
見
出
す

・
３
９
６
１

【
プ
レ
ゼ
ン
ト
】
チ
ケ
ッ
ト
を

抽
選
で
５
組
10
人
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
応
募
方
法
は
本
紙

３
面
。
10
日
㈮
必
着

展
覧
会
で
す
。

【
会
期
】
12
月
11
日
㈯
〜
令

和
４
年
２
月
27
日
㈰

【
開
館
時
間
】
10
時
〜
18
時

入
館
は
17
時
30
分
ま
で
）

【
休
館
日
】
月
曜
日
（
た
だ

し
１
月
３
日
、
１
月
10
日
は

開
館
し
、
翌
日
休
館
）
、
12

月
31
日
㈮
、
１
月
１
日
㈯

【
観
覧
料
】
一
般
６
０
０
円

（
当
協
会
友
の
会
会
員
は
５

０
０
円
）
、
70
歳
以
上
３
０

０
円
、
大
学
生
５
０
０
円
、

高
校
生
以
下
無
料

【
場
所
】
兵
庫
陶
芸
美
術
館

（
丹
波
篠
山
市
今
田
町
上
立

杭
４
）
☎
０
７
９
・
５
９
７

　 みなさ まのご意見、 ご感想をお寄せ
く ださ い。（ なお、ご趣旨に沿っ て、文章
を修正さ せていただく こと があり ます）
★ 〒650-0011 神戸市中央区下山手通

4-16-3（ 公財) 兵庫県芸術文化協会
「 すずかけ」 係へ。

FAX、 eメ ール可★FAX078·321·2139
eメ ール：  sinkoubu@ hyogo-arts.or.jp

◆
「
す
ず
か
け
」
11
月
号
で
『
ジ

ャ
パ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
オ
ー
ゾ

・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
』
の
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

首
席
奏
者
を
中
心
に
編
成
さ
れ

た
夢
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
ぜ
ひ

味
わ
っ
て
み
た
い
で
す
。
（
尼

崎
市
・
Ｓ
）

★
今
回
の
ゲ
ス
ト
は
紅
白
出
場

歌
手
で
も
あ
る
ジ
ョ
ン
・
健
・

ヌ
ッ
ツ
ォ
氏
。
チ
ケ
ッ
ト
発
売

中
で
す
。
（
編
集
部
）

令
　
和

3
年
度

造
形
芸
術
活
動
支
援
事
業

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
作
品
発
表

新
た
な
情
報
発
信
を
支
援

　
絵
画
、
彫
刻
、
書
、
い
け
ば

な
等
の
造
形
芸
術
分
野
の
オ
ン

ラ
イ
ン
の
活
用
等
に
よ
る
新
た

な
作
品
発
表
の
取
り
組
み
を
支

援
す
る
た
め
、
「
令
和
３
年
度

造
形
芸
術
活
動
支
援
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。

　
県
内
在
住
ま
た
は
県
内
に
活

動
拠
点
を
有
す
る
プ
ロ
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
が
、
県
内
で
開
催
し
た

展
覧
会
を
ネ
ッ
ト
か
ら
も
鑑
賞

で
き
る
よ
う
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
公
開
す
る
場
合
、

そ
れ
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

助
成
す
る
も
の
で
す
。

　
詳
細
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
申
請
書
類
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
当

協
会
文
化
振
興

部
☎
０
７
８
・

３
２
１
・
２
０

０
２

申請を受付中！

VRを活用したギャラリーツアーや作品解説動画
・ 映像など「 新たな情報発信」 を支援します

mailto:sinkoubu@hyogo-arts.or.jp
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友の会会員
優 待 価 格

口ぐ
ち

脩し
ゅ
う
じ二

）
�
（
西
宮
市
）

＝
民
謡

阪

神

北

▼
佐さ

さ

き

々
木

敬け
い
じ二

�
（
川
辺

郡
猪
名
川
町
）
＝
地
域
文
化

振
興

０
０
分
。
Ｓ
３
０
０
０
円
Ａ
２

５
０
０
円
Ｂ
１
５
０
０
円
。
チ

ケ
ッ
ト
の
問
い
合
わ
せ
は
同
セ

ン
タ
ー
チ
ケ
ッ
ト
オ
フ
ィ
ス
☎

０
７
９
８
・
６
８
・
０
２
５
５
。

詳
細
は
6
面
に
掲
載
。

▼
ジ
ョ
イ
ポ
ー
ト
れ
す
と
ら
ん

﹁
な
な
い
ろ
﹂
=
南
あ
わ
じ
市
福

良
甲
１
５
２
８
︱
４
。
10
時
~

16
時
。
不
定
休
。
予
約
で
き
る
。

☎
０
７
９
９
・
５
０
・
２
５
３
５

▼
観
潮
船
う
ず
し
お
ク
ル
ー
ズ

=
運
営
会
社
は
ジ
ョ
イ
ポ
ー
ト

南
淡
路
（
南
あ
わ
じ
市
福
良
港

う
ず
し
お
ド
ー
ム
な
な
い
ろ
館
）
。

中
学
生
以
上
の
大
人
２
５
０
０

円
、
小
学
生
１
０
０
０
円
、
小

学
生
未
満
の
幼
児
は
大
人
１
人

に
つ
き
１
人
無
料
。
９
時
~

17

時
、
無
休
。
船
の
上
は
寒
い
の

で
普
段
よ
り
１
~
２
枚
着
こ
ん

で
防
寒
対
策
を
怠
り
な
く
。
☎

０
７
９
９
・
５
２
・
０
０
５
４

中
ホ
ー
ル
で
、
特
別
公
演

を
催
す
。
37
・
５
度
以
上

の
発
熱
が
あ
る
方
、
マ
ス

ク
未
着
用
の
方
は
入
場
で

き
な
い
。

国宝・ 重文
ひょうごの

そぞろ歩きそぞろ歩き

慈
悲
に
満
ち
た
、
大
日
如
来
坐
像

淡
路
人
形
座

い
ま
や
全
国
区

　
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
は
、
人

形
が
大
き
い
こ
と
や
、「
賤
ケ

岳
七
本
槍
」
「
日
高
川
嫉
妬

鱗
」
な
ど
人
形
浄
瑠
璃
文
楽

に
も
な
い
珍
し
い
演
目
を
伝

承
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
特
長

が
あ
る
。

込
み
２
３
０
０
円
）
を
食
し
た
。

　
サ
ザ
エ
の
つ
ぼ
焼
き
、
ハ

マ
チ
や
イ
カ
、
カ
ツ
オ
な
ど

の
刺
身
の
ほ
か
天
ぷ
ら
に
ご

飯
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
だ
。

護国寺ご本尊の大日如来坐像園
が
あ
る
。
本
堂
書
院
庭
園

は
江
戸
時
代
前
期
、
庫
裏
書

院
庭
園
は
同
後
期
の
築
庭
と

い
う
。
去
年
３
月
、
護
国
寺

庭
園
と
し
て
、
兵
庫
県
史
跡

名
称
天
然
記
念
物
（
名
勝
）

に
指
定
さ
れ
た
。

　
人
形
座
の
向
か
い
に
、
道

の
駅
福
良
が
あ
る
。
昼
食
は

そ
の
２
階
に
あ
る
「
ジ
ョ
イ

ポ
ー
ト
れ
す
と
ら
ん

　
な
な

い
ろ
」で
、お
つ
く
り
御
膳
（
税

　
今
回
の
「
お
た
か
ら
」
は
、

淡
路
島
に
あ
る
南
あ
わ
じ
市

賀か
し
ゅ
う集

八
幡
、
護
国
寺
の
ご
本

尊
、
大だ

い
に
ち
に
ょ
ら
い
ざ
ぞ
う

日
如
来
坐
像
だ
。
本

堂
に
あ
る
。

　
平
安
時
代
後
期
の
作
と
い

う
。
お
よ
そ
一
千
年
の
時
を

経
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
世

の
栄
枯
盛
衰
を
見
て
き
た
の

だ
ろ
う
。

　
１
９
０
１
（
明
治
34
）
年
、

国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。
戦
後

の
法
律
の
改
正
で
、
国
の
重

要
文
化
財
と
な
っ
た
。

　
そ
の
様
子
は

「
叡え

い

ち智
と
慈
悲
に
満
ち
た
美

し
い
姿
で
あ
る
」
と
お
寺
の

冊
子
に
あ
る
と
お
り
だ
。

　
正
月
の
１
～
10
日
に
は
一

般
に
開
帳
さ
れ
る
。
そ
の
ほ

か
は
「
予
約
し
て
も
ら
え
れ

ば
ご
覧
に
な
れ
ま
す
」
と
三み

冨と
み
り
ょ
う
え
ん

良
圓
住
職
（
45
）
は
話
す
。

護
ご こ く じ

国 寺
（ 南あわじ市）

帆
は
広
げ
た
り
は
し
な
い
、
形

を
模
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　
鳴
門
海
峡
の
う
ず
し
お
を

ほ
ど
走
る
と
、
福
良
港
に
着

く
。
公
益
財
団
法
人
淡
路
人

形
協
会
が
運
営
す
る
淡
路
人

形
座
が
目
の
前
に
あ
る
。

　
人
形
浄
瑠
璃
を
常
設
館
で

　
舞
台
を
見
た
。
３
人

の
黒
衣
の
人
形
遣
い
が

い
き
い
き
と
人
形
を
あ

や
つ
る
。

　
凛
と
し
た
語
り
と
重

い
三
味
線
の
音
色
が
物

　
永
年
に
わ
た
り
、
ひ
た
む

き
な
努
力
を
続
け
、
地
域
文

化
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
方

々
を
表
彰
し
、
そ
の
功
績
を

讃
え
る
「
と
も
し
び
の
賞
」
。

令
和
３
年
度
受
賞
者
が
決
定

し
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
は
兵
庫
県
公
館
に

て
11
月
29
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
受
賞
者
に
は
、
表
彰
状

と
副
賞
と
し
て
丹
波
焼
・
皿

（
制
作
／
市
野
哲
次
氏
）
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
皆
さ
ん
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
（
地
域
別
・
敬

称
略
）

神
　
　
戸

▼
烏う

と

お

頭
尾

寧や

す

お朗
（
本
名
／

烏う

と

お

頭
尾

康や

す

お雄
）
�
（
神
戸

市
）
＝
絵
画

▼
境

さ
か
い

朋と

も

こ子

�
（
神
戸
市
）

＝
工
芸
、
絵
画

▼
沢さ

わ

だ田
真ま

ち

こ

智
子
（
本
名
／

佐さ

と

う藤

真ま

ち

こ

智
子
）
�
（
神
戸

市
）
＝
音
楽
（
器
楽
）

阪

神

南

▼
赤あ

か
い井

啓け
い
ぞ
う三

�
（
宝
塚
市
）

＝
能
楽

▼
久く

ぼ保

丹た
ん
け
い啓

（
本
名
／
久く

保ぼ

啓け

い

こ子
）
�
（
芦
屋
市
）

＝
華
道

▼
山や

ま
ぐ
ち口

勢
せ
い
ぎ
ょ
く

旭
（
本
名
／
山や

ま

▼
武た

け
う
ち内

二じ
ろ
う郎

�
（
姫
路
市
）

＝
合
唱

西

播

磨

▼
菊き

く

が賀

糸い

と

じ路
（
本
名
／
田た

中な
か

糸い
と
じ路

）
�
（
た
つ
の
市
）

＝
邦
楽

▼
西に

し
お
か岡

美み

さ

こ

沙
子

�
（
佐
用

郡
佐
用
町
）
＝
合
唱

但
　
　
馬

▼
大お

お
に
し西

恵け
い
こ子

�
（
豊
岡
市
）

＝
洋
舞

▼
久く

た
に
し
ょ
う
ぶ
つ
な
ほ
ぞ
ん
か
い

谷
菖
蒲
綱
保
存
会
（
昭

和
53
年
設
立
）
会
長
／
岡
坂

峰
雄
（
美
方
郡
新
温
泉
町
）

＝
文
化
財
保
護

丹
　
　
波

▼
樋ひ

ぐ
ち口

清き
よ
か
ず一

�
（
丹
波
篠

山
市
）
＝
自
然
保
護

▼
深ふ

か
た田

和か
ず
お夫

�
（
丹
波
市
）

＝
地
域
文
化
振
興

魚
は
ど
れ
も
さ
す
が
に
新
鮮

で
あ
る
。

　
お
腹
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

た
と
こ
ろ
で
、
道
の
駅
福
良

の
中
と
、
港
を
歩
い
た
。

　
お
み
や
げ
の
売
り
場
は
、

が
ご
め
昆
布
と
わ
か
め
ス
ー

　
護
国
寺
は
近
年
、
淡
路
島

七
福
神
の
布ほ

て
い
そ
ん

袋
尊
霊
場
と
し

て
も
人
気
が
あ
り
、
参
詣
者

が
多
い
。
そ
の
布
袋
尊
は
、
ご

本
尊
の
右
側
に
あ
る
。
境
内

に
は
瓦
で
作
っ
た
布
袋
尊
像 三冨 良圓住職

　
お
寺
か
ら
南
へ
車
で
５
分

ま
や
淡
路
人
形
座
は
完
璧
に

全
国
区
で
あ
る
。

　
関
係
者
は
、
特
に
意
識
し

て
後
継
者
の
育
成
に
力
を
注

い
で
き
た
。
子
ど
も
会
や
小

中
学
校
、
高
校
の
部
活
動
、

青
年
グ
ル
ー
プ
な
ど
へ
淡
路

人
形
座
の
座
員
が
指
導
に
行

き
、
た
く
さ
ん
の
後
継
者
が

育
っ
て
き
て
い
る
。

も
あ
り
、
そ
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

姿
に
思
わ
ず
笑
み
が
浮
か
ぶ
。

　
本
堂
と
庫く

り裏
に
面
し
て
庭

新鮮なおつく り御膳

護国寺

●淡路人形座

ジョ イ ポート れすと ら ん
「 なないろ 」

25

28

観潮船の日本丸

語
を
盛
り
上
げ
る
。
作
り
物

で
あ
る
は
ず
の
人
形
に
、
表

情
が
見
え
て
く
る
。

　
来
年
１
月
22
日
㈯
13
時
30

分
か
ら
、
西
宮
市
の
兵
庫
県

立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
阪
急

東

播

磨

▼
明

あ
か
し
こ
ん
せ
い
が
っ
し
ょ
う
だ
ん

石
混
声
合
唱
団
（
昭
和

55
年
設
立
）
団
長
／
森
田

繁
和
（
明
石
市
）
＝
合
唱

▼
天て

ん
ま
お
お
い
け

満
大
池
た
め
池い

け

協
き
ょ
う
ぎ
か
い

議
会

（
平
成
19
年
設
立
）
会
長
／

西
澤

一
弘
（
加
古
郡
稲
美

町
）
＝
自
然
保
護

北

播

磨

▼
遠え

ん
ど
う藤

孝
た
か
し

�
（
加
西
市
）

＝
民
謡

▼
横よ

こ

で出

春は

る

ね音
（
本
名
／
中な

か

村む
ら

一か

ず

み見
）
�
（
小
野
市
）

＝
邦
楽

中

播

磨

▼
飯い

い
お尾

悌
や
す
し

�
（
神
崎
郡
市

川
町
）
＝
郷
土
史

公
演
し
て
い
る
の
は
、
全
国

で
こ
こ
だ
け
だ
。
１
９
７
６

（
昭
和
51
）
年
、
淡
路
人
形

浄
瑠
璃
が
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
の
指
定
を
受
け
た
。
い

コイが泳ぐ本堂書院
庭園

久谷菖蒲綱保存会（ 但馬）

天満大池ため池協議会（ 東播磨）

朗読ボランティアグループひびき（ 淡路）

淡
　
　
路

▼
清し

み
ず水

昭て
る
お男

�
（
南
あ
わ

じ
市
）
＝
短
歌

▼
朗ろ

う
ど
く読

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
ひ
び
き

（
平
成
９
年
設
立
）

代
表
／
岡
田

久
枝

（
淡
路
市
）
＝
朗
読

＊
年
齢
は
11
月
29
日

（
表
彰
日
）
時
点

布
袋
尊
像

戎舞

お
出
か
け

ち
ょ
っ
と
メ
モ

▼
護
国
寺
=
南
あ
わ
じ
市
賀
集

八
幡
７
３
２
。
神
戸
淡
路
鳴
門

自
動
車
道
の
西
淡
三
原
Ｉ
Ｃ
か

ら
約
10
分
。
淡
路
島
南
Ｉ
Ｃ
か

ら
約
２0
分
。
☎
０
７
９
９
・
５

４
・
０
２
５
９

▼
淡
路
人
形
座
=
南
あ
わ
じ
市

福
良
甲
１
５
２
８
︱
１
地
先
。

入
場
料
は
大
学
生
以
上
１
８
０

０
円
、
中
高
生
１
３
０
０
円
、

小
学
生
１
０
０
０
円
、
３
歳
以

上
の
幼
児
３
０
０
円
。
1２
月
の

休
館
日
は
１
、
８
、
15
、
２２
日

と
２5
~
31
日
。
ナ
ビ
用
の
電
話

は
ジ
ョ
イ
ポ
ー
ト
南
淡
路
=
０

７
９
９
・
５
２
・
０
０
５
４
、
演

目
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は
０
７

９
９
・
５
２
・
０
２
６
０
。

西
宮
・
芸
文
セ
ン
タ
ー
特

別
公
演
の
演
目
は
﹁
戎
舞
﹂
、

﹁
口
上
﹂
と
﹁
日
高
川
嫉し

っ
と
の
う
ろ
こ

妬
鱗

天あ
ま
だ
づ
つ
み

田
堤
よ
り
渡
し
場
の
段
、
道

成
寺
の
段
﹂
。
公
演
時
間
約
１

見
る
お
客
さ
ん
を
の
せ
て
、

お
よ
そ
１
時
間
、
海
の
上
を

走
る
。

プ
な
ど
の
「
海
の
幸
」
と
、

玉
ね
ぎ
お
か
か
や
玉
ね
ぎ
せ

ん
べ
い
な
ど
特
産
品
を
加
工

し
た
も
の
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
桟
橋
に
は
帆
船
タ
イ
プ
の

観
潮
船
が
と
ま
っ
て
い
た
。

係
り
の
お
じ
さ
ん
に
聞
く
と
、

当
協
会
友
の
会
会
員
８
０
０
円

（
全
席
指
定
）

※
12
月
14
日
㈫
10
時
よ
り
販
売

開
始
。
事
前
に
宝
塚
市
文
化
財

団
に
申
し
込
み
の
う
え
、
当
日

精
算
。
要
会
員
証
提
示

【
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】

（
公
財
）
宝
塚
市
文
化
財
団
☎

 

０
７
９
７
・
８
５
・
８
８
４
４

【
共
催
】
兵
庫
県
映
画
セ
ン
タ
ー

　
こ
の
た
び
当
協
会
は
（
公
財
）

宝
塚
市
文
化
財
団
と
提
携
し
、

今
後
は
様
々
な
特
典
の
相
互
提

供
に
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
今
回
は
同
財
団
主
催
の

映
画
上
映
会
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
、
被

災
者
の
“
心
の
ケ
ア
”
の
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
奮
闘
し
続
け
た

精
神
科
医
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ

マ
で
す
。
（
令
和
２
年
／
１
時

間
56
分
）

【
出
演
】
柄
本

佑
、
尾
野
真
千

子

ほ
か

【
日
時
】
令
和
４
年
１
月
13
日

㈭
①
10
時
30
分
②
14
時
30
分

【
場
所
】
宝
塚
ソ
リ
オ
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
前
売
９
０
０
円
（
当

日
１
１
０
０
円
）

C 映画「 心の傷を癒すということ」
製作委員会

日ひ
だ
か
が
わ
し
っ
と
の
う
ろ
こ

高
川
嫉
妬
鱗

会
員
特
典
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

シ
ネ
マ

イ
ン

ソ
リ
オ

　
　
「
心
の
傷
を
癒
す
と
い
う
こ
と
」
劇
場
版

　 　 　 地域の文化情報

地域文化の向上にひたむき な努力

令和3 年度「 と も し びの賞」

17 名と 4 団体に


